
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

近代中国における師範教育の展開 : 清末から1948年
までを中心として

崔, 淑芬
九州大学文学研究科史学専攻

https://doi.org/10.11501/3110806

出版情報：九州大学, 1995, 博士（文学）, 課程博士
バージョン：
権利関係：



第四に、 招月号する西洋人は何国人であるかによって、 その言柴も教える内科もさま

ざまであり、 例えば、 水師学堂で、イギリス人\ フランス人、 トイツ人の教!'ll!iはそれぞ

れ使う号令が違っており\ 戦場で混乱をきたすといった小都合さえある。

第五に\ 西洋人教習は役にも立たないのに、 給料だけは巾国人の倍であるJ ((ì � 

53) 

こうして\従来の西洋人教習を解雇したのである。 しかしまた\ 消政!1�:は出学生への矧|

待も失われたために、新教育を推進するためには万Ijの教習を求めなければ‘ならなかったり

こうした状況の下で注目されたのが日本人教習であった。 清朝政府にとって彼ら日本人数

習は、思想的にも、財政的にも期待できる存在であった。 加えて日本語の通訳ができる人

材が留学生の中から育ってきていたことが、 言語上の障害をも乗り超えやすいものにして

いた。

これら日本人教習および顧問の傭鰐の経緯と!i6偶者のlf故務\ 身分等を念日�Hこ分類すると、

以下のように二大別されよう。

( 1 ) 中国政府(地方政府を含む)によって直接招科された者。 実務を執らず、 主に

指導\ 諮問を行う。 これには政府機関や官、 公立学堂の顧問\ 教習が含まれるω

( 2 ) 個人的な ル ー トを通 じて招月号された者。 公的ル ー トで招嶋してきた凶本人教色l

は公立学校でさえ不足し、 配属されなかったため、 私立の学校では\ ほとんどが

個人の推薦によった。 (注54)

例えば黄遵憲は光緒31(1905)年、 楊徽五、 黄賞孫に日本人の教習を物色するよう要請

した書簡の中で次のように指示している。

「貴兄たちが、 日本においてなすべき最も重要なことは、 日本人を招月号することであ

る。 その給与は泊頭の熊沢純に照会して、 契約と往復の旅費と合わせてだいたい2， 0 

00元を限度とする。 速成師範生を教えること\ これは小学師範に係ること、 また 一年

で卒業するものであることを声明してほしい。 先の手紙で、述べられている占城貞古に\

来れるか否か尋ねてみてほしいJ (注55)

こうして、 日中双方共に日本人教習、 顧問を個人的な非公式ルートで派出し\ 受け入れ

る形になったのである。 このことが日本では、 中国ロビーが活躍しうる場を提供したし、

中国においては権力の分権化を促す素地にもなっていった。

以上\ 要するに、 光緒29(1903)年には、 清政府は呉汝総の日本視学\ 学制の改革\ 新

式学校の設立などを通して、新教育政策を建て直す準備を進めて-おり\ その建て直しのた
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めの重要な一策が日本人教習の招料策だったということである。 そして光緒2�) (l�U�D年\

J部の学校ではすでに日本人教習が教鞭を朝、lっていた。が1]えば、Jt)��謝u利のA;Ll育ムーヤ�f�

では川島浪速らがその任に就いていた。 しかし\ この同点でHj�.与されていた卜|本人数習の

数は まだ多 くはなかった。 大 量 の招嶋がなされたのはその 2 年後\ すなわち留学牛の 革命

化が一層危険視された光緒31(1905)年のことであった。

当時『教育時論j (第610号)は、 論説|対清教育策Jの1--1-1で次のように述べている円

「清国近来各種の学校\ 各地に設立されんとしつつありと雌\ 差当たり最|主|知とする

所は\ 適当なる教育と教科書と\ 全く欠乏せる事なり...... .. 是に於てか勢 己 むを得ず\

外国人を傭月号して、 学校教師と為んとし、 現に我ヂI�に向って、 各種の教師を招月寄せん

と、 目下交渉中に属す るもの齢、からず。 我邦なるもの、l比の際十分斡llJÊして\ なるべ

く多くの教師を傭璃せ しめ、 以て我邦教育事業の発達を翼賛し 、 併二 せてー 我 文 化を�i命 入

し、我勢力を扶植せんことを鼠めざるべからず.... .1 

日本人教習の人数の面での推移は、 阿部洋が出本の外務省の記録を根拠lこ1903年から19

18年の聞に中国にいた日本人教習と顧問の人数をまとめた統計表がある(3 �表11)。

(3 -表11) 清末民初における日本人教習・顧問数の推移(1903年� 1918年)

区 分
1903年(光緒29年)
1904:年(光緒30年)
1909年(宣統元年)
1912年(民国元年)
1913年(民国2年)
1918年(民国3年)

教習及び教育関係顧問
99名

163名
424名

63名
84名
36名

備考 : ( )内は兼任を示す 。

その他の顧問・ 技師
49名
71名

125名
96名
93名

394名

共 計
148名
234名(2)
549名(1 7)
159名(3)
177名(3)
430名

(出所)外務省政務局 r清国官庁雇脚本邦人一覧表』 明治36年 、 37年 、 4 21.f- )坂本;よ

び同前 r支那雇脚本邦人一覧表』 大正2年 、 7年版 。 いずれも外務省記録J

r清国官庁ニ於ケル本邦人雇入関係職掌其他応牌員数等調査』 第36巻所l収。

しかし残念ながら\ 日本人教習が最も多かったはずの1905�08年ごろの数字が欠落して

いる。 この閣の日本人顧問・教習数は「中国政府傭鴨日本人人名表(1903�1912) Jによ

ると3-表12の通りである(注56)。

人数の 統計は各資料によって多少違う。 例えばぐ3-表11の阿部洋の統計によると" 19 

03年の教習及び教育関係顧問は99名であり" 1909年は 424名であるが\ 外務省資料3 表

12で は 日 本人教習だけで1903年94人、1909年 405人となっているυ こ れは 当 時の中国 が糸

乱した状況にあったことや、 日本人の往来にも証明書は必要はなかったことにもよろうり

また、中国に来ても、 日本の駐在機関に登録するとは限らず、 中国の姓名を名乗って教鞭
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を執る者もいた。 従って絶刻iこ誤りがないとはいえない。 以上の2去によると、 11本人数

習・顧問の数が激増するのは1904� 09年にかけての同月lで、 ，(亥71R命の後から激減した乙

と がわ かる。

中国における日本人教習の分布状出(省別・ 学校段階別)は�� 亥13のilllりである。

( 3一表12) 日 本人教習数表

日 本人顧問数 日本人顧問数
教習 顧問総数 �J，刃自刃 顧問総数

1901 (13) (26) 1910 373 484 
1902 (64) (16) 1911 233 358 
1903 94 151 1912.4 87 184 
1904 164 218 1912 68 159 
1905 (167) (243) 1913 81 1 74 
1906 (291) (431) 1914 63 231 
1907 (379) (520) 1915 48 271 
1908 420 555 1916 28 320 
1909 405 532 

注 : ( ) 内は 「中国政府備時日本人名表」 の被牌年月及び�)J I坂からのlIt H 0 

(3 -表13) ?青末における 日本人教習の分布状況

①省 別 ②学校段階別
省 名 人数 省 名 人数 学校段階 人数 学校段階 人数
直隷省 114 山西省 10 幼稚園 7 武備学堂 58 
湖北省 38 広西省 11 小学堂 26 警務学堂 13 
江蘇省 50 快西省 7 中学堂 15 医学堂 18 
盛京省 19 安徽省 高等学堂十 方言学堂
四川省 40 吉林省 専門学堂 47 女学堂
広東省 33 江西省 大学堂 4 その他 24 
湖南省 19 貴州省 3 師範学堂 105 
j折江省 20 雲南省 実業学堂 78 I共 計 405 
福建省 12 河南省
山東省 10 新彊省

共 計 405 
日本外務省記録 「清国備料本邦人名表J 明治42年版より作成

この表からも明らかに見て取れるように、 直隷省の 114人をトyプに\ 江妹、 湖北\広

東などの発達地区及び大都市以外にも、 当時まと未発達地区といえた省\ 例えば四川" [挟

西、 甘粛 、 貴州、 雲南 などの地、 さ らには漢族さ え ほと んど赴かな い 僻地、 新彊省にも 日

本人教習がいた。 交通が不便で、 出発から着任まで二ヵ月以上を費やしたものもあった。

例えば島田俊雄(後の司法大臣)は雲南の教習となったが\ 北京から毘明へは交通が不便

だったので、 彼は日本から北京に着いた後、 ベトナム経由で前後二4力)�以上を費やして雲

南省へ入っている。

また\ 同表の「学校段階別」表で見ると、 彼らが着任した学校は\ 大学から幼稚園に至

るまであらゆる種類の学校が含まれ、 中でも師範学堂及び実業学堂、 武備学堂で教鞭を執
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る者が多く、 特に師範学堂がトップを占めている。

次に日本人教習の給与と待過を簡単に述べ、てみたい。

日本人教習の月俸をみると\ 一定ではないが\・中国の教員よりずっと良いれJ過をlゴえて

いるのが普通である。 一般的に言って\ 地万が都市より高く\ 公3工学校が�j\ \/学校よりl'tTJ

くなっている。 また、 特殊学校、 とりわけ軍事学校は普通の学校よりl自-く\DJてj乙教習は女

子教習より高かった。中国の教員に比べ、ると約5 �10倍、 日本の教員のl賢雨給与に比べ、て

も3'"'-'5倍の高さであった。

光緒32(1906)年"' w教育研究J (日本語の雑誌)第24期に児山奇人のI Jtl肯通信jが

載せられているが、 彼はそこで次のように述べている。

「清国の教育界に於ける、 邦人の勢力は、実に大したものである。 乙れ等の人々の俸

給は大抵\ 月 100園以上"' 500園位である。 日本で受くる俸給の約3伯から5倍位ま

でを給する標準のようであるJ (注57)

以下、直隷省学校司及び師範学堂、 両江優級副i範学堂の二つの例を挙げて\ 当時の|ゴ本

人教習給与の状況を説明しよう (3 -表14・15)。

この2表によると、 南京(3 -表15)の水準は比較的高く\ 直隷省(3 表14)が少し

低いことがわかる。 この統計の俸給額は、 いずれも住宅\ 食費などの手当も合めた合計額

である。俸給の最高は、直隷省学務高等顧問・渡辺龍聖で月俸 400両(元)、 彼は教習で

はなく、顧問である。 また両江優級師範学堂の総教習である松本孝次郎も同校の日本人教

習中で月俸が高い350元であった。 一般の教習は着任年月により月俸も異なる。 1905年以

降招聴された教習の月俸はかなり高く、 普通200元であった。

当時の清国円銀(元)と日本円の交換相場であるが、 福州の日本領事館の報告書中に\

清国一円銀(元)は「近来82銭乃至86銭、 間ヲ上下セリJ (注58)と記されている。 従っ

て\銀60元は日本円50円前後となる。

日本人教習の月俸は中国人教員に比べると、 その差もさらに大きく、 両江師範学堂の1-1-1

国教員は、 学監主任のそれで80元、 一般の教員は40�60元に過ぎなかった。

この原因は主に、 外国人教習の絶対的な必要性にあった。 ましてや、 その職務内容が日

本人教習にとって必ずしも満足のいくものではなかったから\ 彼らを引き寄せるためには
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良い待遇を与えなければならなかった。 招科された凶木人数也!の学l併は大半とIjdiH抱牛が委長

かったし、 本邦における官職もほとんど全てが教員であった。 ぷ111では、 大凶ぶ)�のみノじ

歩兵特務曹長(出身は師範学: )であ ったが、 そ の他は皆\ 学校の教{1出身、 あ る いは火

理学士である。

( 3一表14)

姓 名 担当科目 俸給(湘銀) 本邦における官職一一一出-阪(明治)
渡辺 龍聖 顧 問 �OO両 東京音楽学校校長 35年10片 2ヶ年
関本幸太郎 物理・化学 200両 東京高等師範学校教諭 35年10月 9ヶ年
北村 沢吉 翻 訳 150両 35年10月 2ヶ年
新納 時哉 図 画 110両 元肢児島県郡視学 35年10月 2ヶ年
竹内菊五郎 農 学 110両 元萩中学校教諭 35年10月 2ヶ年
大橋 末彦 師範学 85両 元歩兵特務曹長 35年10月 2ヶ年
渡 俊治 85両 文学士 35年10月 2ヶ年
松本土農夫 85両 東京外国語学校 35年10月 2ヶ年
吉武 藤吉 85両 元東京湯島小学校司11導 35年10月 2ヶ年
紀田 寛作 85両 東京外国語学校 35年10月 2ヶ年
中谷 延治 教育学 200両 東京高等師範学校教諭 37年3月 2ヶ年
永井 勇助 博 物 200両 東京府立立川中学校教諭 37年10月~
児崎 為槌 日語・ 日文 200両 東京高等師範学校教諭 37年10月~
大鏡 鴻蔵 地理-歴史 150両 山形中学校教諭 37年10月~
芝本為一郎 図面・手工 120両 東京府第二高女教諭 37年10月~
近藤日出来 音楽 150両 和歌山師範学校教諭 38年4月 4ヶ年

(出所) 日本外務省記録 「清国履牌本邦人一覧表」 明治36、 37 &び4 1年版より作成

(3 -表15)

両江優級師範学堂の日本人教習 (*は続料) (1907年9月当時)
(俸給はlか月、 鋭)

姓 名 担当科目 備 考 俸 給 期 限(明治)
松本孝次郎 総教習・教育 東京師範学校教授 300冗 39年4月 3ヶ年

*亘理憲之助 図画科 仙台地方幼年学校教授 200元 39年5月 2ヶ年
*杉田 稔 手工科 元高等工業学校助教授 200元 39年5月 2ヶ年
*石野 録 音楽科 前東京音楽学校講師 200元 39年4月 2ヶ年

小川 邦人 物理科 理学士 300元 40年9月 1ヶ年
粟野宗太郎 博物科 理学士 300元 40年 9 月 1ヶ年
志賀 実 理化専科 理学士 300元 40年9月 iヶ年
森 祐好 理化専科 理学士 300元 40年9月 lヶ年
増田 真吾 250元 40年 9 月 1ヶ年
小川市太郎 200元 40年 9 月 lヶ年

一松浦 秋作 博物科 理学士 170元 40年 9 月 iヶ年
(出所) 日本外務省記録 『清国雇料本邦人一覧表』 明治40年9月版より作成

注 : 当時の中国に はさまざまな貨幣単粒があ っ たが 、 庫工ji閥 、 銀固 (元) は 、

その代表的単位。

日本外務省の記録『清国官庁に於ける本邦人雇人関係一一職掌其他応鴨員数等調査』第
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36条によると、 当時の日本人数??の経jぜは次のiIDりであるο
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こ の統計から、 大卒と師範半 が 多 数を占 める こ とが分かる。 そのr l - I の 束 ょ.f�nlrj範学 校 は \

当時の日本では教師の人材を養成する最高学的-であった。201立紀初'JBÚ， CJ J-/�の教8ïliが1+1 1什

において十分であったとはいえない。 にもかかわらず、 200人近い大学\自rlì範半生をÔI�ilき

したというのは\ 日本政府の苦心を認めないわけにはいかない。 しかし、 これも当H寺の対

華政策と関係するものであった。

招聴された日本人教習は\ 中国教員ができない「凶学」に属する授業を担当した。 具体

的には、 理科と実用に属する課程及び人文社会科学方面の課程である。 例えば\ 前掲l直剥!

師範学堂と両江優級師範学堂の日本人教習の統計表から見ると、 日本人教室iは物理、 化 学'

などを担当するものが多かった。 また\ 図面、 音楽、 手工の課程を教えるものもあること

が分かる。

また\次の「担当科目表」は宣統元( 1909)年の全ての日本人教習のj受業科目を分業員統

計したものである。 この中には、 一人が二つの科目を教授するものも合まれているため、

総数はそれ ぞれの研究に よって一 致していない。 ここでは主に\ 阿部洋の統計と在向栄の

統計数字を対照して\ 一緒に組み入れる。 ( )内数字は在向栄の統計である。

担当科 目
動植物学博物 (18) 
数 学 6 (12) 
教育学 5 (13) 
医 学 8 (12) 
幼児教育 5 (11) 
警 察 3 (11) 
手 工 2 一

心理学・ 論理学 2 ( 2) 
普通学- その他 15 (37) 
不 詳 241 (263) 
総 計 443 (686) 

阿部洋 「清末における学堂教育と日本人教習J rア ジ ア の教育と社会J 1 983年

在向栄 r日本人教習J 1988年 P.I04 � 105より引用

担当主目
総教習
理 科
法 政
実 業
日本語
図画・手工
体操・音楽
歴史・ 地理
通訳
生盟主主

人 数
14 (20) 
34 (49) 
19 (24) 
39 (62) 
16 (29) 
8 (14) 

11 (15) 
5(3) 

- (17) 
一

山

上表からみれば、 担当科自については\ 総教習(教頭)の他、 -- Jtl史教習も各教科をカ

パ~し、特に理科、 法政、 実業、 また体操、 音楽などを担当するものかギかった。
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当時の中国において、 このような素質を�!他人するゐには、 それ相応の刈{dJjか必'}fi二.つl._�

のである。

第三三箆b一こ 白市筆宣考会主主主 6 こヰé> C ýる I 1ペ丈ノヘ孝文醤J

前述したように\ 光緒29 (903)年、 清政府は在凶儲学生への管j迎、 制|似を償化する

方 、 学 制を改革し新式学校を 設立、 外国籍、 特に 日 本人救出 を招贈して教f: �ïに 充 てる 準 怖

をすすめていた。

光緒31(1905)年、 日本は日露戦争でツアー ・ ロシアを倣り、 万中国は八J]交文による

科挙を廃止、 新式学校が成立した。 清政府は日本人教習の招聴をもって|二|本への留学生派

遣に代えることを決意した。 このときから、 多くの日本人教官がl十l固に来て\ 小学校から

大学までの教職を担任するようになった。 光緒32 (1906)年にはさらによ首lえ\ 統計によれ

ば500'" 600人を下らない。 まさに全盛期といえよう。

その中でも\ 師範教育に従事するものが最も多かった。 吉野ヂ1:造の統計によると" )é緒

�5 (1909)年にお いて約 125名(注59)、 阿部 洋の調査では105名である (注60)。

この数字に差があるのは\ 当時の日本人教習の人名のうち、 重複するもの\ 同じ地区で

同時に兼任していたもの、 また、 違う地区で前後して転任していたものがあったと考えら

れること、 そして資料が不十分で、 時間もまた一世紀近くかけ離れているため\ 遺漏や誤

りが免れないためと考えられる。

次に\彼らの調査を根拠とし、 さらに日本外務省の資料を補充し、 実藤恵禿の研究を加

え、師範教育に従事する日本 人教習の分布表をつくってみた。 この表には\ 当時日本人教

習が中国で経営し、 中国入学生を対象とした学校は合まれていないり また、 いくつかの私

立学校は個人のルートを通じて招聴した日本人教習の記録が残されていない場合もあるの

で\遺漏は免れない。

民主�ffi大学堂師範館(23人)
一教習氏名 職 掌・担当科目 在職期限

-巌谷 孫蔵 もと仕学館の総教習 1902""' 06 

・服部宇之吉 総教習(教育学・心理学 1904""' 12 
論理学・倫理学)

・太田 達人 副教習(数学・ 物理・化学) 1902""' 08 
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経 歴
法学博士後に京師
帝国大学教授
文学博士・東京帝国
大学教授
理学士・ 大阪府立
第一中学校長



- 杉 栄 二 郎

・鈴木信太郎
・高橋 勇
・西村 熊二
-氏家 謙

-坂本 健一

・矢部 吉禎

-桑野 久任

-法貴慶次郎

・土田兎四造

・野田 昇平

.永野慶次郎
・安井小太郎

・ 森岡 柳蔵
. 柴本為一郎

・松野 藤吉
・杉野 章
・ 切田 太郎

.岡田朝太郎

・織田 万

経済学教官

東文教習(日本語・ 地型)

東文- 図画教習

化学・算学教習

物理学兼算学教刈

歴史兼地理教習

植物学兼鉱物学教習

動物学兼生理学教習

教育学教習

博物学兼東文教習

博物学教習

理科教習

(不 詳)

東文教習

東文教習

博物学教習

理科教習

商科教習

法政学教習

1902�06 

1904� 06 
1904�06 
1904�07 
1904� 09 

1904� 08 
1904� 08 

1904�08 

nu

qu

qu

qU

00

7l

nb

qu

にU

ハU

ハU

nu

ハU

ハU

nu

nu

--

-i

~

~
~

~
~

~
~

~
~

 

にJ

RU

にJ

RU

にJ

「3

「hJ

nu

ハU

ハu

nU

ハU

ハHU

ハHu

nHU

ハHU

ハHU

ハHU

ハHU

--i

1li

--よ

寸lよ

1ti

od

qu

qu

qu

qu

qu

o-u

od

qυ

qυ

qu

qu
 

1i

1i

1lム
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1lム
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民北京第一師範学堂( 2人 芝本為一郎兼2校教習)
-北村 沢吉 教習兼督学局顧問 1907� 10 
・芝本為一郎 (前 出)

民直隷師範学堂(25人\ のちl人前出)
-渡辺 龍聖 総教習兼学務高等顧問

-松平 康国
・小林 鶴蔵

.関本幸太郎

・ 牧野田彦松
・ 井原 外助
・受IJ持 百喜

・新納 時哉
.竹内菊五郎
・大橋 末彦
・紀田 寛作
.松本土農夫
・渡 俊治

吉
治
助
治
吉

藤
延
勇
来
之

出

伊

武

谷

井

森

原

吉
中
永
近
相

学校司翻訳主筆

向 上
物理・化学教習

総督教習・歴史教習

教習

教習

図画・ 博物教習

農学教習

師範学教習

教習

教習

教習

教習

教育学教習

博物学教習

音楽教習

手工図画教習
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法''/ I ・114:'むを|単物
館館長
文学上

文学l_.
f虫学1_'
理学|てもと第ごl記等学

校教授\ 後にl手稲仕|大
学教j受

文学 士

用学l_- . よね京帝Iß大学
理科大学:助教授。 後に
東京久子高等師範学校

教俊
理学上 - 東京子?j-自大学

助教授。 後に奈良女子
高等師範学校教授
法学士 - 東京高等師範

学校教授

東京理科大学助手

宮崎中学教諭兼県立農
学校教諭

(不 詳)
第一高等学校教皮 ー
大東文化学院教授

文学士

北京|面|街教授
法学士 - 東京法科大学

教授。 後に法学博士

法学士。 後に法学博士

1902�09 文学博士-東京音楽学

校長

1902�04 
1902�04 
1902� 11 

1902�04 
1902�04 
1902�04 

1902�06 
1902�06 
1902�06 
1902"" 06 
1902"-' 06 
1902"" 06 

1902"" 06 
1904"" 10 
1904� 12 
1905� 10 
1906"" 11 

東京高等師範学校教員

後に朝鮮釜山中学校長

文学士 ・陸軍省通訳宮

東文学社教員- 司法省

法学院出身

鹿児島県郡司学

萩中学教諭

東京外国語学校出身

東京外国語学校出身

東京外国語学校出身

善隣書院出身。 後に早

稲田大学講師

東京湯島小学校訓導

東京高等師範教員

東京立川中学教員

和歌山県師範教員

同 ー|
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旬llム法律学-経済学教色j

1904 

1904 
1904 

東文兼普 通 学教習

地理学・歴史教色l
図画・ 子て教習

-都甲 昂
・直江 光次
-児崎 為鎚
-田中 矢徳
・大境 鴻蔵
.芝本為一郎 *;尚子第� l'�'�等小学校教諭

住ム]
音楽科教戸

米直隷初級師範学堂
一・寺本 三一 19卯05 (�熊u以J兵t抑均則:11限製 ) 州日畝欣弘炊:1川山11川リ以;足品 1‘M 

メ半与業
岐阜師範学校卒業1906"'"' 11 

1908"'"' 10 
1907 
1905 (熊期限) &�1公中学校教諭

労務所教習
向 上
向 上
向 上

-熊沢 文吾
・村岡祥太郎
・吉岡 実
・小幡 勇治

休峨北海道師範学校教諭1907"'"'12 
1910"'"' 12 
1911"'"'13 

はムj
地理・歴史教習
教習
図画手工教皮

来直隷優級師範学堂
・直江 光次
-田尻 茂

・松本常三郎

休峨高等師範学校教i冨
秋田県師範教員
東京高等師範学校卒業

同 卜

東京高等師範学校半莱

? "'"' 1909 
? "'"' 1908 
? � 1908 
? "'"'1911 
無期限
? "'"'1910 
1903�05 
? "'"' 1910 

書ヨ物博

習

(

教
習
習
習
師
習
習
習

)一
総
教
教
教
講
教
教
教

人一nHU一(一
文
作
郎
郎
治
字
潔
雄

堂一
維
友
四
芳
勝
大

勇

学一

半

林

範一
堀
田
瀬
田
出
村
野
佐

師
丙
秋
河
上
井
沢
宅
土

!
・

小凶一wポ

(O優級師範学堂 . 9人)
1906� 10 
1906� 10 
1909"-' 12 

羽白
'打λ#94

 
文天学

主

化

学÷

・

範
習
習
理

師一
教
教
物

級-優-と一
蔵
吉
松

堂一
千

房
茂

学一
森

範一
大

東

師一
O
林
伊

丙]一
・

山川円w米
理学士

理学士 ・ 岡山大六高等
学校教授

1907"-' 11 向 上
1907 (満|年) 中央大学卒業
1907 (満l年) 東京師範学堂卒業
1907 (満l年) 東京美術学校卒業e

福井中学校教諭

物理・化学教習
国文・法律・経済科教習
地理-歴史教習
図画教習

五
次
蔵
豊

半
新
重

-吉国
・早川
・宮崎
.丸野

陸軍上官学校教導団山
身・ 元警視庁巡査

1907"-' 10 
1906"'"' 11 

体操・音楽教習
体操教習

-小松崎武司
・ 上野 猪熊

来山西私立普明小学堂( 1人)
・多田 政国 教習 愛知県司学

点京l高等師範学校Jオi身

1904(満l年)

1906"'"' 12 
1909"'"' 12 
1910"'"'11 

波注[南優級師範学堂( 3人)
-飯河 通雄 教習
・氏家 兼曹 教習
・小松崎武司 教習 出)(前

演まJ師範学堂 (5人)
-西山 栄久 歴史・地理教習 文学士・山口高等商業

学校教皮
東京高等師範学校卒業
東京帝国大学卒業

1909� 11 

1909 
1910 
1908"'"' 11 
1908"'"'09 

物理・化学・数学教習
教習
理科教習
女子師範学堂教習

郎
次
郎
子

太
孝
之
照

直

長

木
倉
井
岡

正
小
新
龍 鹿児島女デ師範学校ギ業
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米!折江両級自111範学堂(5人j
-・中桐確太郎 教習

-本多 原二 教習
・鈴木 珪寿 教習
-元橋 義敦 教習
・吉加江宗三 教習

190H-----11 I，t稲凶入学教民-
1919----- 20 束京高等，�"j範学44末
1905----- 09 
1906-----09 
1908-----10 

※コ江師範学堂{江蘇南京にあった。 後両('J俊級師範学堂に易名。 山人)
-菊池謙次郎 総教習 1903-----06文学土 ・ 第 ー尚等学校k

- 松本孝次郎 総教習(教育科) 1906----- 09 文学J二u 後に文学I�[ I入
宋京自I lî範学絞教j受

-志賀 実 理化専科 1907 東京帝国大学卒業
-山田 栄吉 総教習・図lilli科 1909 東京美術学校卒業
-一戸 清方 図画手工科 1909-----1() 東京高等L業学校伝染
-小川 邦人 物理科教習 1907 l里学士
-粟野宗太郎 博物科教習 1907 理学イゴ
-塩見 競 図画教習 1909 大学卒業
-伊藤 邦雄 農学科 1909 

-菅沼 虎雄 倫理・教育科 1903�06 文学士 ・ 第 一高等学校
教授

-松原 俊造 物理・化学科教習 1903�06 理学士 ・ 第七高等学絞
教授

- 志田 勝民 理財・ 商業科教習 1903----- 06 法学士
-杉田 稔 手工科教習 1903__，__， 06 '-.学士- 東京工業学校

助教授
-日理寛之助 図画科教習 190j__，__， Uo 仙台陸軍L幼年学校教員
-柳原 又熊 日本語。 通訳科 1903�06 自強学堂教員
- 那部 武二 日本語。 通訳科 1903-----06 日清商品陳列所
-安藤

支炉..L目.
農学科教習 1903-----06 農学士 -静岡農業試験

所技師-芹 達仲 生理・衛生科 1903__，__， 06 医学士
-大森 千蔵 博物科教習 1903-----06 理学士
-森 祐好 理化専科教習 1907 理学士
-松浦 秋イ乍 博物科教習 1907 理学士
-小川市太郎 教習 1907 法学士
-増田 真吉 教習 1907 

戸目士手 虎雄 倫理・教育科教習 1903�00 第 一 高等学校教授
-早瀬 完二 法制・経済科教習 19 0 6__，__， 08 法学士
-平田徳太郎 物理・化学教習 1906__，__， 08 理学士
-石野 貌 音楽教習 1906__，__， 08 東京音楽学校諮問i
-須田 哲一 農学教習 1906__，__，08 農学七
-檎垣精一郎 法制・経済科 1909 
-掛江 虎一 総教習・物理学 1910-----11 
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1909'" 11 
1907 

1906----- 09 J虫学上
1906-----09 理学士
1906__，__，09 
1906�09 
1906-----09 
1906�09 
1906�09 

1909 (継続) (前 出)
190� (継続)東京府jJ師範学学半業
1906�U9 

1907----- U9 



-小野 ?青
-鳥谷部政人
・永井 元古
・藤田 豊八
・池田 夏苗
.小野孝太郎
・細井 貫7
.浅野金兵衛
・ 八木 光買
.西岡永太郎
・巽 健雄

教習
教習. !高託l伝
教習
総教別
教習
教習
判」 ヌ刃
後X 自

教習
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以上海龍門師範学堂( 2人)
-田村豊九郎 工芸科教出l
-小倉 縄 工芸科教習

波南通師範学堂( 5人)
-木村忠治郎 教習
-西谷 憲一 教習
・遠藤民次郎 教習
・吉沢嘉寿之丞 教習
・宮本 児次 教習

来(湖北)両湖師範学堂( 3人)
-稲並 幸吉 教習

・三沢力太郎 教習
・渡辺 幾治 教習

波湖北女子師範学堂(3人)
-戸野ミチエ
・武井 ハツ
.佐藤ミサヲ

淡湖北師範学堂( 1人)
-戸野周次郎 教育学

淡湖南優級師範学堂( 4人)
-原団 長松 博物学教習

・能勢 頼俊 向 上
-臼田寿恵吉 教育・心理・論理

1�07"'"'()8 
1908"'"' U9 

190�"'"' 1 0 東京第 高等学校
教授(理学士)

1903"'"' 1 0 東京高等師範学堂卒業
1903-----10 

1903 

1903"'"' 10 

1903 

1902----- O� 東京高等師範学校教授

1908'"'"' 11 長野師範学校首席教諭
東京高等師範学校 卒業

1908'"'"' 11 東京府視学
1909 長野県師範学校卒業

東京弘文学院講師
1909 東京高等師範学校卒業 -

鹿児島県川内中学校教諭

1907 札幌中学校教員
1908 

1904"'"' 07 佐渡中学教員
1906'"'"' 08 向 上
1907 文学士
1904 

1905 文学十:

-愛甲平一郎 博物教習

来世南長沙中路師範学堂( 2人)
-松山 亮三 博物科教習
・山寺 容磨 理化学教習

波童徳西路師範学堂 ( 4人)
-菅野新一郎 理化学-博物化
・田沢時四郎 数学
-那須 省吾
・鈴木直三郎 教育学教習

波直監師範学堂( 1人)
・中村 次郎 教習

渋歯車師範学堂( 1人)
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-久保tJl正継 土木正学教色l 1909� 11 

来四川 優級師範学堂 ( 6人)
「 ・野崎 常蔵 教習

-池田 万正 教習
・落合 兼松 教習
・ 川 崎 武親 (不詳)
・広瀬 古弥 教習
・ 高野 定治 教習
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1906"-' 10 

1906'"'"' 10 

1908'"'"' 11 

1908'"'"' 11 

1908'"'"' 11 

1903'"'"' 05 

1906 

r.'γI � . 休Hì'�Mt�i!+Ji大
迫ff以ni]j

W;長HJ Ù�斗l学教員
iJ 11 1県立rlJ学教員
東京府工;:仁1-1学教員
東京高等師範学校卒業

北海単斤技師

lW学|て・'-!J央気象台勤務:
|制山県師範学校教員
文学士
東京物理学校卒業
中学教員
東京高等師範学校卒業

向 上
秋 田県師範学校教諭

東京女子体操音楽学校卒業

1906'"'"' 08 岡山師範学校教員
1906'"'"' 08 

1908'"'"' 11 

1908 

1908 

1911 

不 詳
1908'"'"' 11 

1908'"'"' 11 

1909'"'"' 11 

19U6'"'-' 09 
1906'"'-' 09 

1908 

1908 

1908 

1903'"'-' 05 

1907'"'-'09 

1908'"'-' 13 

1903'"'-' 05 
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文学士

|判山811i範学校教員

島根県立第二中学校長

半稲副大学卒業
逓信省官吏

(不 明)



i二F'-梢凶大学卒業- ムとおI�
省維新資料編纂所勤務
東京高等師範学校半業
台湾国語学校教諭

向 上
台湾総督府事務I�m�:t

1906"-' U8 教習福治-薄井

(不l児)教習(彦

，-'-守
人ヒ

豊蔵

-森本

-永沢
・桑田 1904"-' 06 歴史 ・ 日 本語教色l

住ム)
教習

約百州、|女子師範学堂
一 ・松里 志麿

-松里 島子
・坂井 筆
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ハHUハu，U111ム

1910 (福建女デ師範学堂)

斗ム)
理科

民福建両級師範学堂
.赤松邦太郎 理学=1 � 

文学土- 茨城県中学教員
東京師範学校教員
群馬県師範学校教員
沖縄県師範学校教員
私立早稲田中学教員

1911"-'13 

1905"-' 08 
1907"-' 09 
1906"-' 08 
19 0 7''-.J 09 
1907----- 09 

女学校教員
小学校教員

1907----- 08 
1907 
1907"-' 09 
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文部省視学官
東亜同文書院卒業
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文学士 - アメリカの
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(前出)北京東文学社出身

( 3人)来普民府公学師範学堂(盛京省、 現在の営口地区)
-石川 宗雄
・瀧本 潔
・ 長尾 龍造

教習
教育学堂教習(自由巌州師範) 1905 

斗ム}
教務長- E::j本語・ 英語・数学・物理教習

業復fH師範伝習班
- 野村 正

斗ムi
教育学-数学・ 臼本語

波長j両級師範学堂
-峰簾 良充 1910 (満l年)

1910 (満l年)

早稲田第ー一高等学校長1906""' 08 

(l人)
理科・体操- 音楽- 手工J図画

決主些師範学堂(13人 天津)
・ 中島半次郎 心理論理学教習
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民主I女子師範学堂
-峰簾 操子



-柴田 勝熊
・ 大津源三郎
・瀧本 潔

・ 安成 一雄

・岡 栄太郎
・北尾 県
・後藤 龍縁
・月原 秀範
・藤林 実

・ 高橋 寅治
.大塚周太郎
・ 兼正 兼一

博物農学教習
博物学教習
数学・ 物理学
図書-子仁科
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|倦'IIJ教j長

名1_S. r至高等ーr業学校
教授

東京府知 中学校教諭

兵庫県学務委員
金沢医科専門学校卒業

陸軍憲兵特務曹長
第8師団法宮部録事
陸軍憲兵曹長
東京物理学校教習

表作成に使用した資料

(1) r清国侃i招本邦人一覧表J (外務省1903年4 )] ・ 1 904年年木 . 1908イj"'. 4月 ・ 19

09年7月 . 1 9 1 1年7月)

学校衛生
教習
教習
教習
教習

( 2) r中国人臼本官学史稿J (実脱忠秀 )

( 3) r日本人教習J (証向栄)

( 4) r近代日中関係史料 ・ 第二集J (日中. 問題重要|長l係資料第 一. 在)

以上の統計によると、 その合計人数は239人である。

この分布表から五つの方面が明らかに見て取れると思う。 以下に\ この五つの側面の考

察を通じて、 当時の日本人教習招月号の実態、 そして中国近代師範教育にどんな影響を与え

たのか\ またどのような役割を果たしたのかを究明したいと思う。

く日本人教習が中国近代師範教育に果たした役割>

(一) 師範教育に従事する日本人教習の素質が比較的高かった大卒と師範卒が多数を

占めていることが分かる。 内訳は、 加納治五郎が校長をしていた東京高等師範学校出身の

者が19人、 教員出身者が66人(総数の四分の一強を占めている)で\ このうち9人は大

学の教授であった。

「分布表」には今日でもよく知られている人が見られる。 服部千之古， I制出朝太郎なと

は帰国後\ 東京帝国大学の教授になったし、 巌谷孫蔵\ 矢野仁一、 織田万\ 藤田豊八ら

は京都帝国大学教授に\ 松平康国\中島 半次郎\ 渡俊治、 氏家 謙曹らは早 稲 田 大学教授

に任じた。 彼ら自身の資格と水準、 素質と素養とによって中国の近代師範教育が必要と

している新知識が伝えられたことは、 中国が師範学校を建設する上で、 彼ら日本人教習の

貢献は無視できないものであった。

に) 日本人教習の教授科目は理科に属する課程、 人文社会科学万白の歴史や地埋な

どである。 また多くの学校で図画・ 音楽・ 工芸・ 体操の課程が日本人教習によって教えら

れていることが分かる。 たとえば光緒34(1908)年10月当時の直隷師範学堂の授業時間表

によって整理してみると、 次表( 3 -表16)のようになる。 これによれば\ 直隷師範学堂
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の教授科目の内、 外国史・地出・教育学. 1W�初 . 1型化 ・ ヲニL . J望乍 ・|刈|山など、 主�教f↓

3 ほ とんどを日本人数 習が担当している。 それは本 科10クラス 、 W )j・ l占i1度末1. Iクラスより

構成される同学堂の週総教授時数395時間�I J 180時間!と、 実 に4G% 、 ほぼ 半 数を占め- て い

るo 3ー表16によって、 当時H木人教習が直毅DlIî範学堂の教育活動において如何に中核(1サ

な役割を果たしていたかが谷易に分かると官、うの

( 3一表16) 直隷師範学堂の教授科目 ・時間数および教省l名 1�U8年1U対抗在

(1) 本科(10クラス)

科 目 教授時間数 中国人教習 日本人教習

倫 理 10 谷鍾秀

教 育 23 中谷 延治

経 済 10 胡克倹

文 法 10 歩以在

中国史 27 緯徳銘， 谷鍾秀，

李活E英

外国史 16 王金綬
4 大頃 j弔蔵

地 理 1 9 大境 j弔蔵

16 霊Jj宝慈. 張鋲緒，

高淑f奇

算 学 6 2  白金髭 王錫説

理 化 23 関本幸太郎

博 物 2 1 永井 勇助
9 新納 時蔵

段 学 2 1 竹内鈎五郎

手 工 1 9  芝本 為良

図 画 1 3 新納 時店
7 芝本 為良

体 段 50 李致良， 泊費文.

興少川. 劉寿院

合 計 3 60 201 159 

(2) 東文専修科( 1クラス)

東 文 11 児崎為槌i
経 学 2 胡克倹

文 法 3 歩以荘

作 文 李諾音英

史 学 2 韓徳銘

地 毘 2 児崎 為随

歴 史 | 2 児崎 為槌

算 学 3 児崎 為槌
理 科 3 

体 捜 6 全

合 計 3 5  14 �1 

(資料出所) r保定師範学堂課程淫日時間表J直隷学務処「教育雑
誌J第1期. 光符30年12月. より作成
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/方「分布表Jからみると、11本人数台lのなかに|一|本語授業をtll.�1していた人が多いu

eから、当時、日本語科目を設けていた学堂が多かったことが分かる。 乙の以を;:;察する

〆 日 本語の 課程は全授業科凶のlトlで - 分の ー を占めてい た ようだ り たとえばば、 |凶4赦 H印削川|リ山I j �純i陀むむ，乙?こγy

空初の場合、 毎週全3お6時限のうち\ 仁!本語夜業はlSrI菩限であったが\ このことは普通の学ザ

ても言える。 一つの例をあげると、 示。ili法政学堂は毎iê3611寺|恨のうち、 11本的が1ft"'-' l7ILIJ: 

自であった。

これは、 日本語を通じてできるだけ速く新知識を掌握しようという要求と関係、していたo

t緒33 (1907)年の『学部奏派調査直隷学務委員報告書』は、 天津の北洋師範学堂予科の

日本語の授業が少な過ぎるため増加するよう提案、次のように言う。

「予科科目に東文(日本語)有るはもっとも法に合へり、ーは!直接隠諮の益を収むI-IJ

し、 二は東文の書籍を参観す可し\ 宜しく|時聞を増改し、 毎週七11寺聞とすべし\ もと

四 時間を定るは、三 時間を増すべし、本学堂は日本教員を用うること甚 だ 多く"' 1正課

に入れる時は、一切の学科に通訳による伝達を必要とす。日与を貨やし真を失い易けれ

ば、むしろ予科中に多く日本語の時刻を増やすを宜しきと為すに如かずJ (注61)

当時、受講する中国入学生は日本語が分からず\ 大部分のH本人教習も中国語ができな

かった。教授方法は、日本人教習が- .区切りを話すと、通訳担当者がその内容を中国語に

訳すとし1う二重講義、つまり間接的な教授法が採られた。 それについて\ 直隷師範学堂で

教習の任に当たっていた永井勇助は\

「教皮の仕方は副教習とて日本語を漢訳致し得るもの一名づ、つ付-添へ尉り前夜福!J教習

に日本文にて教込み置き上堂致し図書実物にあたり日本語にて説明致しそれを副教習

に通訳させ候。 ;辛き処に手が届か ぬ感のみ多く有之候。 其他に 一 週八時間程度は東 京

工科大学に留学致したる支那人に通訳頼み居り候へ共これは南ノゴ人とて当地の人聞に

は言語不便のよし、時に生徒が通訳が分からないなど申居候. . . . 0 J (注62)

ムその苦心の様子を語っている。

これでは教学の質が高かろうはずがなかった。 通訳を担当したのは、 ほとんど日本から

帰国した留学生であったが、中には優秀な通訳もいた。 たとえば\ 松本亀次郎の回怨によ
れば、当時京師法政学堂で通訳を担当していたのは曹汝霧、章宗祥、|窪宗興、t王栄宝、 挑

展、朱紹嫌などであった。 しかし、多数の留学生は1"'-'2年\ あるいは半年の速成教育し
か受けていなかったのである。 彼らに通訳をさせたのは、やむを得ないことでもあった。
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比較的簡唱な課程、 たとえば体J菜、|送l副� rぶなどはiÙJ訳を出かず、 I I ;j� ，i討を使い-f .t'( 

似で補って教筏した。 そのため、 二十向紀の2()�1:代まで休j誌の号令に[ 1本却をJ日いていた

地方 も あ っ た。 軍事 学校の教糾 では、 やはり通訳を配起 し た。

これらのU本人教習の皮業をJ!!解するために\ 多くの学校は日本語科を設け' て いた。 さ

ら に 、 日本語専修ク ラスを設け て い る学校 も あ っ た。

(三) 日本人教習と在華期限契約 を し ていた こ とが分 か る。

中国に来て教鞭を執った日本人教習、 特に日本帝国教育会の選抜を経てヰ'i玉lに来た者は\

すべて中国側の招請となり、 その際招請の条件、 つ ま りその期限 -給与- 教筏科目・ 待遇

及びその他の権利・義務を規定されていた(注63)。 直毅師範学堂に招科された関本�/�

太郎の傭鴨契約 書 (合同)を例にとると、 その主 要な条項は次の通りである。

第一条 直隷学務処総理ノ\関本幸太郎ヲ料シテ直毅fillï範学堂教員卜ゐスり 光緒_-十'LI--:

九月二十七日ヨリ起コリ光緒三十二年十二月十五日ニ至リテ止ム 期限内ニ於テ毎

月薪水(俸給)湘平銀武百両ヲ給ス.. . ・ 0

第二条 該員ハ師範学堂ニ在リテ理化 学科ヲ 教j受ス 毎週ノ授業時間ノ\ 二 卜四校1 1寺 ヲ

途ヘズ 但、ン本条ニ記載セザル学科ニシテ該員能ク勝任スル者ノ\亦学堂の便宜ニ|組

ヒテ該員ニ教授ヲ嘱託ス 該員ノ\須ラク好意ヲJaテ承諾スベシ。

第三条 該員ハ監督及ビ教務長ノ指揮ニ肱フべ、ンO

第四条 該員ハ 己ニ教授スル学科 ニ 於テ有ク モ意見ア ラパ師範 学堂監督及ビ教務長に

陳ブベシ 惟(コレヲ)納ルル卜否卜ハイ乃チ監督及ビ教務長の決定二聴フベ、ンO

第五条 若シ学務処或ヒハ師範学堂ノ諮詞有リテ或ヒハ教員会議ニ聞キ或ヒハ数台二

関スル事項ヲ 研究スルトキハ須ラク誠意ヲ以テ己見ヲ 陳 述シ期ヲ以テ 中 国教 育ノ為

ニ尽力スべ、ンO

第六条 学堂ノ\教授時間ヲ分配シ課程ヲ裁定ス 其ノ権 ノ \監督及ビ教務長/ 会商 ι |羽

リテ主持ス 該員ハ忠告ノ義務ヲ有スルモ干渉ノ権無シO (注64)

この契約は、 関本幸太郎が光緒30 (1904) 年11月4日付けで総理学校事宜 - 場士騒およ

び学務処総理・厳修との聞で締結した第2回契約である。 これによれば\ 関本幸太郎の在

職期限は光緒30 (1904)年 9 月27日から光緒32 (1 906)年12月15日 までとな っ て い る。 実際 、
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授は光緒28 ( 902)年、 加 納校長の勧 めで|白抜fl l l í 範学堂の教師とな り " 9 /rl::lgJにわたり乙

こに在職、 宣統3 ( 1911)年帰国している。 彼は\ 光緒28 (1902)年日 )� 26 LIに最初の伯11り

蓄を受け取ってから5回延長し、 51仁1)卜|の伯科書の日付は立統2 (l91())年12) J 29卜|であソ

た。 つまり、 招料期聞が満期になると延長することもできるわけである。 当11寺" 1-1-1国のゼ

るところで学堂が開設されたが、 教自dîがイベ起しでいたため\ 教師として余りにイミ適格と11が

められる者はとにかく、 本人が望まない場合は\ 普通は継続されたのである。

この契約書によると、 日本人教習は学堂監督及び教務長の|ごで各自の学科のJ受業をi'1-J Jl/] 

す る ほ か、 他の学科についても学校側の委嘱で授業を行うこともありうること\ もし教学:

に意見があれば、 師範学堂の監督及び教務長に上申することができるが\ その採台は監督

及び教務長により決められた。また学校運営に関して\ 日本人教習は忠告の義務があるが

干渉の権はないことが規定されている。

一万「分布表」によれば\ 清政府が招科した日本人教習は光緒27 (901)年から始まっ

て宣統3 (19 11) 年\ 日本人教習が大挙 して帰国する まで前後1 1年に わ た り\ その問 、 J 9 

�6'V07年頃にピークになったことが分かる。1911年、 辛亥革命の政治的社会的混乱の結巣、

ほとんど全員が帰国せざるをえなくなり、 ここに「日本人教習時代Jはその幕を閉じる乙

と と な る。民国成立後 も 日本人教習を招鴨 したことはあったが、 多 い数ではなかった。

(四)男子教習と共に女子教習も招かれ\ 大陸各地に於いて女子の近代教育に寄与した

ことが分かる。

中国でも女子は才がないのが徳とされ、 歴史上女子教育には注意を払わなかった。20世

紀に入り、 近代学校制度が導入され\ 各種学堂が雨後の春事のように設立されるが\ その

中で女子教育だけは民間人有志による二、 三の学校を除き、 ほとんど普及しなかった。光

緒30 (1904)年発布された「奏定学堂章程」の「蒙養院及家庭教育法章程Jの中で「まだ

女子の学校を設けることは流弊が甚だ多く 、 断 じ て宜 しか ら ず、」として おり\ 従って女子

の教育は各自の家庭内で、 宮製の女子用教科書(孝経 ・ 四書・烈女伝 ・女誠・女訓等を平

易lこ解説したもの)を使うことを規定した。まだ女子教育の近代化への動きは見えなかっ

このような状況の中で、 女子教育を興そうという声は高まり、 その代表的な人物が梁啓

起や厳復などである。

繁啓超は『女学を諭すjの中で、 「中国に広 く 女塾を設立すべ、 き」であると論じた。 r
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女子教育が衰えると母親による教育が失われ、 失業がよ首え\ 科'1，(は減り、Ililが滅びない

たけでも幸運である。 イントー 、 ペルシ ャ 、 トルコがそうである|とペい、 したがって

ゆ国が女子教育を興す必要は、 このように緊急であるjと出)�したり 糾μの;忠弊を改め

る必要を提起して「したがって纏足が廃止されなければ久 -[-教 育もIjl:J 始されなしリ と jÆ-，，，、

た(注65)。

厳復も『国間報』に『漏上に友子学を創設する事を論ず|を発表し\ 久= f-校の設立をIl�f

びかけた。

光緒33 (1905) 年 、 海外視察して帰朝した端点 が 帰朝報告の1-11で女子 教 育 の必要 性を説

ふ女学堂開設の勅許を得た。 これがきっか けで光緒33 (1907)年、 清朝政府は「女子I3rli

範学堂章程J (39節) í女子小学堂章程J (26節)を公布したのである。

これら の章程の制定は、 中国の女子教育を全国的に規定 した 最初Jの法例 と して注目され

るばかりではなく、 女子の学校教育を国家が認、めた点で\ 三千年来の中国教育史上画期的

な現象であったと言える。

この規定で注目すべきところは、 女子の教育に従事する監督、 教習\国IJ教'岳\監学及び

女子師範付属の女子小学堂の校長及び蒙養院の院長は全て|・品行正しく\ 学術優良で教育

の経験ある婦人」 に限り \ やむを得ないとき には外国の女子高等師範学校の卒業生を用い

てもよいと された こ と である。

二十世紀の初めに、 招きに応じて中国へ来た日本人教習の中には\ 女子教習もいた。 中島

半次郎の調査 『日清閣の教育 関係』 によると、 宣統元(1909) 年当時\ 清国に在 住して い

た日本人教習は23名で、 これを担当別にみると次のようになる。

- 保母養成 7名 ・ 音楽・体操・手芸 6名

-普通学

-織物

2名

l名

-図画及び造花

・未・ 詳

2名

5名

前掲した 「分布表」から みれば、 師範学堂に招聴された日本人教 習は10人 \ その地域分

布は、湖北3名、 四) 11 1名、 広東3名、 奉天2名\ 長春1名である。

これら の女子教習は清末 lこ女子の師範学堂が発足 した時に\ どんな教科目 を担 当し たの

�\ そして中 国の女子師範教育にどんな影響を与えたのかを、 次の広東省と湖北省を例に

簡単に挙げてみたい。

前掲 「 分布表」 に 見るよう に 、 広東女子師範学堂に招贈 された日本女子教習は浜田松 子
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-宇佐美直子・ 宇佐美綾子ら3名であるの

日本側の記録によると浜田松子は浜マツ、 千イ左美láデ・ 修イーは J誌4いの姉妹で\'j引二

見茂野同ナオとなっている(注66)。

三人共光緒33 (907)年、 広東の交デ師範学常設立の主|二に赴任したり 浜マツ は契約制|

年の後に帰国し、 そ の後東京の実践交子校消匝!{副学生音1)に勤務したり 千(Jë):J文野は'8統ど

(1910)年帰国、 宇佐美ナヲは1916年まで‘同校に勤めていた(注67) ü 

浜 マツは日本女子大家政学部卒業、 宇 佐 美 姉妹は新潟尋 常師範の卒業である。 彼 久-ら'�t

広東女子師範学堂において図画・ 手工・体操・ 音楽な ど のj受業を担当した。 1=1本外務省資

料 に は教科目としては 日 本語 ・ 図画 ・ 造花 ・ 体操とな っ ており 、 こ れ は所甜新式学校での

女子の教科目であろう。 体操も旧式の教育にはなかったから宇佐美ナヲが担当してし\ -j�こよ

うである。 彼女の帰国後は初めて中国女子教師が代わり、 これは「本校に於て中国女子が

体育を担当することの始りである」と記されている(注68)。

『女子師範学堂章程』によると、 当時の中国女子師範学堂には男fのような高級学校が

なく、初級学校のみである。 そ の趣旨は\ 女子小学堂の教習を養成し、 ならび、に幼児保育

の万法を講習し、 家計を補い\ 家庭教育に益あらしめることを期待している。 �女子削l範

学堂章程』は女子師範学堂を各州、!県に一堂を設置することとしたが、 当分は省城、 府城に

一堂を設置することとしている。 入学資格は、 女子高等小学堂卒業者で、15歳以上の良家の

子女 と な っている。 そ の課程は\ 修身 ・ 教育 ・ 国文 ・ 歴史 ・ 地理 ・ 算術 ・ 格致 ・ 図 画 ・ 家

事・裁縫・手芸・体操・音楽の13科目\ 毎週34時間" 4年で卒業と規定された。

これらの教科目の中で、 体操\ 手芸、 図画などの「西学」授業を臼本女デ教習に頼って

いたわけである。 つまり\ 日本の明治以後の女予教育の趣旨と同じように" !づ〉な知識ω

保持、品性の向上、 身体の鍛練によって良妻賢母たることを求めたのである。

一方、 光緒30 (1904)年当時の先進地域である湖北省において張之洞は \ 彼の管轄地域

内に蒙養院と女子師範学堂をつくるために(注69)、 当時東京女子師範学校で教鞭を執っ

ていた戸野ミチコ他2名の日本女子教習を中国に招いた。 戸野ミチコは18�U年、 東京女f

師範学校を卒業後 、 京都府師範学校を経て彦根\ 長野、 名 古屋な どの 高等女学校の 教諭 を

歴任していた。 張之洞は蒙養院と女子師範学堂の企画と設立、 運営を戸野ミチコ他2名の

教習に担当させた。 これ以後、 各地に相次いで幼稚園が設立され、 これらを女性の日本人

教習が主宰したのである。

これらの女子学堂は、 ほとんどが日本語教育も含まれていることから\ 日本の影響iは推
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ばて知るべしであった。

ともかく、中国の女デ師範教育の創建と発展は、日本人数尚lのjと;仙-援助と切っても切

れ ない関係にあった。 中国の女子教育には、創建当時に11本人教12lが践した山跡が多 く

残っていた。現在では、どの学校も体育や図画などの授業をしている。 さらに\ある辺民

地区の学校にはいまだに “家政" “裁縫日などの科目がある。このことからも、1-1本人教

習の影響の大きさ が分かろう。

(五) 招牌された日本人教習の人数からみれば、注I=Jすべき師範学堂は\京自Ili大学'羊

師範館(23人)、南京三江師範学堂(のち西江師範学堂に易名. 39人)及び陸隷師範学位

(犯人。のち師範学堂25人、初級5人\優級3人)である。

これらの地域は、 当時にあって近代教育普及のモデル地域であった。

京師大学堂師範館は、第一章で既述したように\当時にあって中国の教811ïの人材を養成

する中央の最高機関である。 光緒28(1902)年4月\服部字之吉(当時東京帝国大学文科大

学助教授)が師範館の総教習として、巌谷孫j哉(京都帝国大学法科大学教授)が師範飴[11�

教習として招請された。服部字之吉は以後6年余の長きにわたり師範館に勤め\さらにl(J

名 近 い日本人教習を率いて学生の指導から学校運営まで重 要な役割を果たし\ 仁|コ国の近代

高等師範教育の基礎づくりに貢献するのである。

師範館の修業年限は4年で\第l年次は\国学・経学・倫理・教育・心理e体操・法制

-学校衛生・ 生理など普通科目の他\英語 - 卜J イツ語・ フ ランス語・口シア語のうちl 外
ゑj;初主.� �字

国語を履修\日本語は全員必修であった。 2年次からは国文外国語部 歴史地理主日l : l毒物

農学部の4類に分かれている。

日本人教習が担当した科目は、 「分布表」からみれば主に理科や教育学、心理学\論出
学\倫理学などであり\また地理、歴史なども担当していた。 さらには教員の養成のため

の教育活動に直接従事した。このような服部の活動は、 「同人ノ\資性篤実学識該博多フル

ニ摺健ノ意見ニ富ミ清国教育上貢献シタル所甚ダ多々. . . . Jと高く評価され\実際上i教
授ニ従事スルト同時ニ或ハ一面ニ於テノ\学部ニ於テ学政ニ参与J (注70)する立場にあっ

たとし1う。

さらに彼は\速成的教育を批判し、師範館の廃止と正規の中等学校教員の養成を企図す

る北京高等師範学堂の設立、京師大学堂の改組を提言した。 (注71) このように中国の

近代高等師範教育において日本人教習の役割を無視してはならない。
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J方、華仁|コ・ 華南における教育近代化は"' I市11総督をも兼ねるt4JjJぶ総督・ 岐之桐によっ

て推進された。 張之洞は湖南・ 湖北・ 安徽. i折乙[ ・/[似各省の各種学:常のi設ú:に尽ノJする

とともに、 「湖北学制」を編成して学校制度の1確立を図った。 江蘇教育の近代化は兄ラ!とIÎJÜ

江総督・劉対lーが押し進めていたが、 光緒28 (l�J02)年の突然の先によってれ'JJJ:J;総省. 1)長

之洞に受け継がれることになったのであった。 彼はI三江師範学堂ヲ講Ij娃スルノ摺lのj-

奏等を行って江蘇教育改革構想を明らかにした。 (注72) その構想は主に

(1)省城南京に両江学務処を設置し、 学務全般にわたる諸綱領の作成に着手する()

(2) 華 中 三省の教員養成機関・三江師範学堂及び附属小学堂を省 城に設嵩し\ ゥ- /lト

聞に限定して小学堂教員を養成する。

(3)この後、 中学堂の教員養成を目的とする優級師範学堂へ改組し\ 二i省の各省城に

初級師範学堂を設立する。

(4)師範教育の開始に当って日本人教習を招聴する。

というものであった。 師範教育を重視した張之洞は日本人教習の派遁ノJを栄叫IdJ文会に依

頼したのである。 その依頼電は次のように述べている。

「貴国ノ師範教員12人ヲ鴨サント擬ス。 須ラク性情ハ懇勤端篤ナルベ・ン。 教育ニ実暦

ヲ有スル者ノ内ヨリ一人ヲ以テ教頭ト為シ\ 薪ノ\従優スルモ、 絵ノート- 人ハ其ノ薪ヲ

調度シテ酌減スルコトヲ聴サルベ、ンO 明年半パ金陵ニ至Vo J (注73)

(3 -表17)

菊池謙二郎
菅 虎 雄
松原 俊造
志田 勝民
大森 千蔵
安藤 安
岸 達仲
那部 武二
柳原 又熊
杉田 稔
百理寛之助

南京三江師範学堂の日本人教習0903年5月当時)

俸 給 | 職 掌 | 本 邦 官 名
(1ヶ月銀)

400元
300元
300元
300元
250元
300元
300元
250元
250元
200元
200元

総 教 習
倫理・教育科
物理-化学科
理財・ 商業科
博 物 科
農 業 科
生理・衛生科
目語・翻訳科
目語・翻訳科
手 工 科
図 画 科

削第二高等学校長
第一高等学校教授
第七高等学校教授
法 学 士
理 学 士
静岡農業試験所技師

日清商品陳列所
自強学堂教習
元高等工業学校助教授
仙台地方幼年学校助教授

注 : 被牌年月はいずれも明治36年5月。 期限はいずれも3 均 年である 。

(出所) 日本外務省記録 「清国雇嶋本邦人一覧表』 明治37年版より作成

張之洞の来電に接した近衛篤麿は、 同会幹事長・根津一等と派遣すべき教習の人選を行

い\近衛の推挙を受けた菊池謙次郎(前第二高等学校長)以下11名の教習は\ 光緒29 (19 

�3)年三江蘇師範学堂に赴任した。 これら11名の教習の氏名及びその職掌俸給等をあげる
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と上表. 3 -表17の通りである。

彼らの「本邦官名」からみれば� 11人の内6人が教員で最も多し'0 2人が1111'予|でと法学

士、i人が技師、 l人が記録されていないが、 文化レベルが高いことが分かる() 彼らが-J:ll

当した科目は、 やはりほとんどが|丙学」に関するものである。

弟池謙次郎ら11人の日本人教省lは小学校教員の速成的養成と学堂内の教具e教材の整備

に努めるとともに、 中国側当局者の養成を受けて師範科の改組(速成自IIJ色町41J\ら酋通自IIJa[�

科へ)や高等師範の開設に着手するなど\ 精力的な教育事業を推進したのである。 出11当ω

f東方雑誌� r南洋官報Jl r同文泡報』など、の記載によれば\ 三江師範学堂の総教省1・ 菊

池誠次郎は光緒29(1903)年南京に到着してから、 両江学務処参議の兼任も任命され\ 学

務処の全体計画や各種教育行政組織の事務、 規則、 制度の決定に協力した。 のちの江i4末省

各地の小学堂や速成師範の設立及びその学生募集の方法など、 すべ、て菊池の協力の下で決

定され、 教育機器や標本などの購入まで委託している(注74)。

しかしながら菊池の高等師範設置計画は\ 中国入学生の知的水準を疑問制する多くの教

習の反対を受けて中途に終わり、 光緒32(1906)年、 彼らの後任者達である松本孝次郎以

下11名の教習に委ねられることになった。 総教習・松本孝次郎及び11名の日本人教習のニ

江師範学堂における主な役割は、 両江師範学堂への改組 -昇格ということであった。

「奏定優級師範学堂章程』によれば\ 優級師範学堂は当時の日本の高等師範学校に相当す

るも ので \ 国語・ 漢文学部\ 地理 ・ 歴史学部、 数学 ・ 物理 ・化学部 ， I尊物・農学部から成

り、初級師範学堂と普通中学堂卒業者を収容して、 初級師範学堂・ 中学堂の教員及び管理

者を養成することを目的とした師範教育の最高学府であった。

松本は優級師範学堂への発展を望む中国側の意向を受けて\ 東京高等師範学校教授を辞

い この優級師範学堂への改組に全精力を注いだo 光緒33 (907)年\ 松本等の努力が

実って漸く該師範学堂は本科理科・数学部、 同博物・農学部、 そして優級選科、 専修科を

並置する華中・華南最大規模の優級師範学堂へと改組、 昇格することになったの この本科

4学部は当時の中国が最も必要とし， Bつ入学希望者も多い学部であった。

設学堂の改組・昇格に当たり、 従来該学堂を支えていた江蘇 ・江西・安徽3省のうち、

安徴省が別に独立の優級師範学堂を設立したことから、 該学堂は江蘇 ・江西の2省で運営

することになったため、 「三江」師範学堂は「両江」師範学堂と改名されたo

」こに至って両江師範学堂は\ 北京師範学堂と並んで当時における最大規模の優級師範

学堂となるのである。
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以上、京師と華中・華南地区の自!日範学:堂における1-1本人教起の教育活動をJÆべて米 た か、

しかしなんと言っても、直毅省にいたし|本人教科の役割は最も注屈されたのである。 この

直隷の教育近代化において指導的役割を演じたのは、 当時の直隷総督・ 衷世凱である。

すでに第三章で述べたように、 震t�凱は「寓l玉|強兵!という国家的課題を達成する た め

には、先ず国民としてのアイデンテイティーを形成し、 国家意識を養成する必支がある乙

と、その手段として教育制度の改革が必要であることを認識するに至った。 学堂をつくる

ために教員養成の必要性を痛感していた蓑世凱は次のように構想している。

「学堂の中で四斎に分け\ 第一斎は半年で、 第2斎はl年で、 第3斎は2年で\ 第11

斎は3年で卒業とする。 第一斎の学生は半年で卒業して試験に合格すれば\ 先ず各地

の小学堂に派遣して教員に任じる。 1年間教えると再び‘各斎のt-f-業生がl順次交替し\

それぞれ1年間教えさせる。 J (注75)

さらに

「私が思うに\ 人材を育てるのは先ず学校を興すこと。 学校を興し た ら\ 次に教員養

成を重んじること。 師道を講じなければ学術はすなわち混乱に陥ってしまい、人材の

凪紀も乱れる。 J (注76)

こ う して直隷省では、 各種の学堂が設立された が、 そ こ で必要と された教自 に 日本人教

習が多 く 迎 え 入れられたので ある。

光緒26 (901)年 、 中国全土の招嶋田本人26人の中、13人が直隷省に在任 し ていた。 光

緒30(1904)年には\ 日本人218人の中、直隷省が85人を占めていた。 光緒31 (1905)年

4月に至って、 555人の中、 174人が直隷省に在任した(注77)。

光緒28 (1902)年10月、 前述した東京音 楽 学校 長を兼務する東京高等師範学校教授 波

辺龍聖は\直隷総督 ・ 蓑世凱の要請を受けて直隷省学校司 高等顧問官とな っ た。 その就任

に当たり\渡辺は直隷師範学堂の実務を補佐する人材として、10数名の|ゴ本人教習を随伴

して、実際の教員養成に当たった。 省内140余の小学堂が必要とする教員の早期養成を計

るために該学堂の師範教育を就学期間の異なる4コースに編成し\

「先づ\半ケ年教授をうけた者が出て行って普通教育に従事する、 サウしてl年経っ

と第 2種類のものが 出て行って普通教育に従事するから、嚢 に半ヶ年で出 て行った生

徒は再び戻って授業を受けて、 尚ほ2ヶ年修業して師範全科を半業するとし1ふ様に、

)1債利生徒を繰りかへて... .残らず養成するo 1 (注78)
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という方法を実施したのである。 このようなブIj(lょによって光緒29 (1903)年から3� (19U6)年
までの4年聞に、直毅師範学堂を半業した者は、 744人に注している。 内訳は、光緒�9�r:

146入、30年201人" 31年156入、 そして32年141人であった(注79)。

さらに1905年9月\ 直毅省師範学堂は優級自rÍJ自主科及び初級師範簡易科\ 体操専修科、 てj三
工・音楽専修科を設けた。 優縦断lï範科の教育課程は予科l年、 本科2 /[1ミで\ 本科は理化本

科、博物学本科\ 歴史地理本科、数学本科の 4 利から成っていた。

初級科の履修科目と教育内容は、倫理(人倫通徳の要旨)、 数学(算術反び‘代数学初

歩)、地理(世界地理大要) " 出化\ 体操などであった。

また、小学堂の専科教員の養成を目的とする体操専修科及び手工- 音楽専修科の在学期
間は6ヶ月で、 各専修とも専門科目の他に、倫理教育を履修した。

これら各種師範教育の「西学的」授業を担当したのは\ ほとんど国本人教官であったυ
たとえば、1904年現在の該学堂国本人教習及び週教授時間表を示すと" 3-表18①②の泊

りである。

(3 -表18①②)

①直隷師範学堂H本人数盈l
職 務

学務顧問
理化学
教育学
日語・臼文普通学

博物
地学 ・ 歴史

氏 名
渡辺 龍聖
関本幸太郎
中谷 延治
児島 為槌
永井 勇助
大鏡 鴻蔵

覧
氏 名
芝本 為一郎
小林 鶴蔵
北村 津吉
新納 時哉
竹内菊五郎

職 務
図画 ・手工
編纂-翻訳
翻 訳
図画・博物
農 学
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3-表18①②によれば、 日本人教習は直隷師範学堂の教授科目のうち\ 理化学・教育学

図画・博物・農学・手工などの教科をすべて担当している。 その具体的状況\ すなわち
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第l班(本科10クラス・ 東文専修科lクラス)の場合を週時表で凡たのがこの*である。

実にほぼ半数(46%)を[Jîめている。 科学的、 実用的な科回がIJ本人数也lによって教えら

れていたわけであるが、 中国人はこれらの科目の新知識を、 日本人を媒介にして|吸収した

のである。

また、学務顧問に任じた波辺龍聖は、 教育全般に関する 一切の事務を哀l:ll凱と協議し

直接省内の学制改革に参画し\ 多くの適切な助言を与えた。 光緒33 (1907)年の|天津教

育会Jの設立にも関与している。 渡辺の長子・ 主策は父に伴われてI�コ国に行ったが\ 彼の

回憶によれば、 渡辺家は表と親しく交際していた由である(注80)。 乙のような渡辺の

教育行政面への参与によって、 直毅省学校司は府県立学校の教育状況の把握はもとより、

予算編成、 入退学数の実態、 教員の採否等を統括するに至った。

こうした渡辺ら教習・顧問の活動は蓑世凱にも高く評価され、 震世凱は

「貴国顧問宮諸君ノ勤勉事ヲ執ラルルハ、 余ノ認識スル処ニシテ\者r�テ其ノ為メニ\

健康ヲ害セラレザルヤヲ懸念ス... .吾が委任セル事務総弁ノ\事理ニl疎クシテ. • ....顧問

諸君ノ勤勉セラルル丈ケノ功績ヲ挙ク♂ル事能ハザ、ルハ遺憾ノ至リ. . . . J (注81)

と述べていたほどである。

この他、 衰世凱の設立に関わる華北各地の師範学堂へも、 多くの日本人教習が赴任した。

山東師範学堂(済南)、 天津両級師範学堂と北洋師範学堂(天津)はその代表的事例であ

る。

直隷省の師範教育は\ 清政府の教育当局から極めて高く評価された。 光緒33(1907)年\

学部が直隷省の教育調査に派遣した査学委員の報告書に次の一節がある。

「直隷全省教育の中において、最も優れているところは、 光緒28年に先ず直隷師範学

堂を設立したことである。 学生数は600人に至った。 次にまた保定初級師範学堂を設

立した。 その前年には天津に初級師範学堂を設立、 今年もまた北洋師範学堂を設立し

た。 そして各府県が設立した初等師範学堂と伝習所などは数10カ所に及んだ。 それ故

小学校の教員の養成は比較的早かったのである。 (中略)また『短期回堂補習之法』

を定めたが、 その計画は極めて精密なものである。 J (注82)

ここで「伝習所」というのは、 地方の短期速成的な教員養成機関である。 前述した観J学

所方式により地方各州県に公立の初等小学堂が急速に普及したが、 これに対応して各地は

師範伝習所を設立した。

この直隷省の教育改革の成果は、 つとに全国的に注目されることになる。

- 1 5 8--



「 直隷省の教育を総観すれば 、 実際は庚 jと以後から始 ま った 。 それからまだ 5 ------- り 年

しか経っていないけれども、 官私大 - 小学堂があわせて 4 ， UUO余所にもヒっており、

学生数は8万余になっている。 兵乱以後、 財政的に窮乏しているrþで\ こんなにも遊

歩が速かったのである。 官 糾 !の全力投入と気腕がなかっ たなら、 こ の よ う な こ とはで

きないだろう。 J (注83

同様に、 当時の日本の代表的教育雑誌『教育持論』も直隷省の数台改革に触れ、 次のよ

うな一文を掲げている。

「 況んや、 直隷省は、 是れ全国各省の首位に居り\ 其教育 事業の発 達 如何は大に他省

教育事業に影響すべし。 J (注84)

以上 5 つ の方面から清 末中国における日本人お雇 い教習 ・ 顧問の代 表例として京師 大 学

堂 師範館の服部字之吉や 巌谷孫j哉、 南京三 江(のち両江 )の日本人教習 や 直 毅 学 務顧問 e

渡辺龍聖、そして広東師範学堂の日本女子教習などの例を取り上げることで彼等の具体的

教育実践を見、 また該地域における師範学堂の設立、 改革、 運営状況を解明することで、

当時の清政府が「中体西用」発想から「日本モデノレ」へと転換した師範教育近代化の過程

において、日本人教習はその補助者あるいは協力者として不可欠の役割を梨たして来たこ

とを考察してきた。

中国の師範教育の建設は困難な過程を経てきたが、 その建設過程を通じて日本人教習の

援助を得てきた。 それは師範学堂の運営面だけでなく、教科書にも及んでいた。 中国にも

ともとあった書院で用いられていた教材は『四書� r五経』だ けで\ のちに西 洋の学科 が

農っか増設されはしたが\教材は19世紀、 あるいはそれ以前の西洋の宣教師が書いたり訳

したりした啓蒙書しかなかった。 教科の問題を解決するために、 一部の日本人教習が自分

たちの教育経験に基づいて教科書を編著した。 たとえば湖北省学務処にシリースいものの教

科書『師範教育叢編』全11冊があるが\ これは日本人に委託して編集したものである。 ま

ム日本語教科書として松本亀次郎の『日本語教科書』と井上翠が編集した『東語会話大

成jがあるが\ これらは各学校で採用されたo 中国の教員育成に携わった師範教育の発展

において、日本人教習が残した足跡は決して小さくはないのである。

以上、清末における中国の師範教育萌芽期、 つまり1897年設立された南洋公学の師範院
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の始まりから20山紀初期までの削l範教育の設立、 発展を.ì&べてきたが\ やはり\ 清水のIJill

範教育は日本師範教育の影響を強くうけているu

そのー. 日本の学校体系を模範として、 学 校体系の基幹となる初等小学堂か ら大学さ止

までの全修業年限を21学年とし、 初級師範教育は中学教育レベル\ 第10�14学年の俊級師

範学堂は短期高等教育レベル(第15�18学年)に位置づけられた。 つまり、 初級、 優級師

範学堂の二段階制である。 初級師範学堂と俊級IJîlj範学堂は\ 各段階における附設の機関で

はなく、独立の学校として開設することをぬ日uとした。 初級自�j範学堂は初等教員の養成を

目的とし、 高等小学堂卒業生を入学させ、 修業年|寝は完全科5年、 簡易科l年であった。

優級師範学堂は、 初級師範学堂及び中学堂の卒業生を入学させ\ 初級師範学堂・ 中学堂の

教員及び管理者を養成することを目的とする師範教育のl!最高学府で、 修業年限は4年で

あった。

その二. 優級師範学堂の教育課程や卒業後の教務服務年限と附属学校の制度も\ 日本

の師範学校制度を色濃く反映している。

師範学堂では、 中国と西洋の普通学および実学の講義を行うが\ このうち西洋の諸学は

日本訳の教科書を中国文に転訳したり\ 日本人教習がつくったりして用いたものである。

とくに\多くの日本人教習を招鴨して、 中国の近代化建設に緊急の必要性があった西欧の

知識を教えさせたが、 これは師範学堂だけでなく一般の技術学堂、 警察学堂などの専門的

な学校でも同様であった。 中国が新知識、 とくに師範教育を打ち立てようとしていた時に\

日本の教育制度、 あるいは直接教壇に立った日本人教習の与えた影響は多大なものがあっ

たと言えよう。

しかし、 当時の日本と比べ、ると、 質と量の両面において\ 義務教育の要請に応えうる教

員を養成することはできなかったo その主な原因として、 一つは近代教育の内容が日本ほ

ど大きな比重を持たなかったことが挙げられる。

たとえば\師範教育の内容には儒教的色彩が強く" í忠孝J I尊孔」を中心とした封建

的価値体系を固守するための読経・講経の時聞が全課程の4分のlを占めていたこと\ ま

た教育課程は" í中学為体、 西学為用」の考えから、 「忠孝J í尊孔」の儒教主義モラル

注入のための教科に国家の強盛に役立つと見られる近代的諸教科を付け加えることによっ

て構成されていたこと、 さらには表世凱をはじめとする北洋軍閥の復古的教育によって\
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!青末民初 の 教育改革の精神が合名 fm実化 された こ となどが挙 げ ら れよ う 。

表世凱は清末民初の教育改革において、 洋務派の張之桐・ 劉111-1ーなどと並んで\ 重要な

影響 をも った人 物である。 彼は「富国強兵」を究極 の 目標としたが\ 教育の国民的普放 を

図ることがその万途として欠かせないとしたのである。 これはまた、 文配体制の再編強化

をを試みる清朝の政治的目的にも合致するものであった。 教育内容については" I�教法は

四書五経を体とし、 歴代史鑑及び中外の政治\ 学芸を判iとする」と主張している。 あくま

で、も伝統的な儒教教育を基礎としており\ 洋務派のいわゆる「中体凶用」論の考え万を越

えるものではなかった。 しかし、 彼の主張で‘は「実利」と「尚武Jが「道徳」と等しく\

「体Jの中に組み込まれて認識されており、 「尚武教育」や「実用教育」が|道徳教育」

と並列して説かれる構造になっていた。 もちろん、 道徳を重視するr I�_J体」諭の根本は彼

においても揺るぎないものであったが、 軍事・ 実用教育(尚武 ・ 尚実)を重視する彼の日『

事優先の実用主義的観点、は、張之洞の「政は芸より急なり」としづ、 政治を技術的な問題

よりも重視する主張とは異なっていた。

張之洞らは 、 広 く 世 界を総携して中 国をその宗主国とする 中 華意識に基 づ、く「 中体西

用 j 論を唱えた。 彼は当時の京師同文館の教育を「不務其大、 不端其 本」と批判した。 す

なわ ち、教育面にお け る近代化は 「 大」 につ と め 「 本」を再考 しなければな ら ないと言 う

ので あ る。 張之洞は次第に 「 中体」 そのものの重要性に考えが至り \ 政治に着目して\ も

う 少 し 深いと こ ろ で中 国の近代化を見直そ う と した のである。

ところ が、 中国の「自 強」を追求する蓑世凱は、 実用主義的に 「中休」を捉え、 「中

体J の 意味を形骸化しで も意に介 さなかった o そ のた め軍事・ 師範教育学堂を設立したり \

日本人教習 ・ 顧問 を 招聴したりする ことを誰よ り も率先して行 うこ とがで き た の である。

したが っ て 、 震世凱の 目指した「国民教育」も軍事優先の「軍国民教育」に変わら ざる を

得な か っ たのである。

意世凱が民国4 ( 1915) 年に定 めた「教育趣 旨」は愛 国 ・ 尚 武 ・ 崇笑 (笑 一 実業) " 

法孔孟・重自治・戒貧争・ 戒操進の諸概念に集約される。 これは\ ある面では当時の時代

思想を代表 している と もいえるが、 「尚武」によって国を保ち、武力の強化によって面白

を立てようとした点は一貫していたo 蓑世凱の愛国・ 尚武の「教育趣旨」に呼応して\ 全

国教育聯合会が「軍 国教育実施法案」を議決したo そ こでは教 授 と 訓練との 2 大項目が立

てられている。 9条から成る教授項目では、 生徒の作戦遊戯を重視し、 中国古来の武技を

E科に入れ、 軍事学大要を教え、 軍事教練には実弾射撃を加え、 体操は厳格鍛練主義によ
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り、武勇の精神を誘導することとされている。

また、 12条から成 る 訓 練 項目は、小学生には'司王国民の性質及び軍人の中J�tljJを長成し " l-I-l 

等以上の生 徒には兵役に服する能力を具 有せしめ\イ本格検査を重視し\ 高 等小学 以l-には

械を着用せしめ、学校管理には軍隊の規律を参考にするとある。

表世凱には「国民の教育権lを実現するとし1う視点は、 初めから欠如していた。 結j司、

耕凱の教育指導理念は本人が宣伝したI国民教育」と巡って、 国家主義- 軍国主義的教

育観にほかならなかった。 彼の教育新政は人材養成的な軍事教育と師範教育に止まって

宣の国民教育につながるものにはならなかったのである。

表世凱の長子・蓑克定の家庭教師を務めた古野作造は、 仁111玉|官僚の改革に対する姿勢に

ついて、 「近時の支那を目して進歩改善に熱心なるものと思うは大いなる謬であるJと評

している(注85)。 また直隷教育顧問をして い た渡辺龍聖は |仁ド国官 僚は新施 設の献策

ならばマンザラ採用せんでもないが、 既成事業の改良に関する献策に至っては更に耳を傾

1;ぬ。創立と云う事はあるが、 改良と云う事は更に無い事だ.1と語った(注86)。

このように、 結局清末における師範教育は、いわば中国の細胞が日本の外皮をまとうよ

うな形で始められた。 中国国民教育の出発点にそのような母斑を与えたのが他ならぬ清末

の教育新政であったのである。

したがって、清末の教育新政は、好むと好まざるとにかかわらず、 中国師範教育に一定

の日本的な枠組みが与えられてしまったものとして記憶に止められなければならないので

ある。そして中国の師範教育が、結局は明治期の日本的な殻の中に閉じ込められるのか\

あるいは日本的なものが中国の社会的土壌の中で全く異なる内容を持つものに変形してい

(のか、 そうしたアレルギー症状のような葛藤が繰り返された結果\ 国民教育は流産して

しまったのである。

その三 国土の広大さと民度により、計画的な教育養成ができなかったこと。

1919年当時、 人口4億人を数えた中国において\ 全国の小学校(学堂は1912年\ 学校と

改称。第四章で詳述)教師数は17万余であり、 そのうち有資格者はわずか2割にとどまり\

無資格者が8害!Jを占めていた。 当時日本では人口6千余万に対して、 小学校教師数は16万

余であり、 そのうち有資格者が8割、 無資格者が2害!Jと、 中国とは対照的な状況であった

(注87)。

また、宣統元( 1909)年の師範師範生の数は\ 当時の小学・ 中学堂の数と対照してみれ
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Ii' ，もっと分かりやすいと厄(う。 3 友19は、 当11与の，、戸市Is (1 I 本の文部省にl談、う)が光紡

34 (1908) 年 の年次計画 に よ り 視学t�;を各省 へ派遣、 教 育 の 実 情剥合を行 っ たものである 【

( 3一表19) 宣統元年全国11コ学・師範学堂統I} 1-ぷ
(資料山所)多賀秩五郎 『近代中国教(ì � i<i :14 ・ iii A;. 7.*， I P . 104 
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こ れによれば、 宣 統 元年当時、 優級師範学常は全国で元 全科が 8カj折、 ヴ:�)1-:は1， jUtl人、

宝科と専修科合わせて学堂は22カ所、 学性は1845人しかいなかったり そして初初J似自印削川11山Iji純ìiíぬfむ�"/

堂針lはi完全科9引 lカ戸所万、 簡易科は 1 1 2カ 所のイハ、、;同凶己計l ' 2引()川:jカ月所r" これに伝也I J1Tと描肖i科を入れる

t合計385カ所、 師範の学生数は合計で23， ö3g人なのに対し\ その年のノ]\'ア:苛:は151 ]() 1 

h所、中学堂は450カ所であり\ 師範学堂のお(は他めて少なかったのである。

さらに、 民国初期における軍閥戦争ドの社会的混乱のIljでは\ 師範教育は砧めて不振で

あった。1922年当時、 師範学校は全国でわずかj85校、 師範生43，846人\ 師範諮習所119

校、 5，569人が数えられたに過ぎない(注88)。 教員の質にしても量にしても、 義務教

育の需要に応えるものでなかったことは言うまでもない。

しかし私は\ そうした中でとにもかくにも新Lい方向に進もうとするなんらかの努力の

跡の有無を見たいと思っている。 南洋公学の自Iriíì屯|淀開倉uから\ 民間独立の師範学校として

の通州、|師範学校設立、 そして暫定臨時の教員養成機関としての師範講習所 - 講習科、 また

は師範伝習所などの設置まで\ 新しい方向へ意欲的に進もうとする積極的な姿を見ること

ができる。

一方、開明官僚及び有力文化人官僚である表出凱\ 張之桐\ 劉tlヤ ーらは\ 走行しい奏定学

堂章程の制定に参画していきながら、 とりあえず自己の管轄下の省に学堂を設立したり\

外国人教習(主に日本)を招月号するなど\ 教育面の改革にも積極的に取り組んだ。 それが

結果的に、 中国の教育近代化過程において指導的役割を果たしたのである。 彼らの活動が

中国教育の近代化過程にどのような意味と役割をもったかを\ さらに歴史的に考察する必

要があろう。

さて\中国の師範教育の転換点になったのは" 1920年代以後であるの 乙れについて次草

で分析していきたい。
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く第三章 注>

注l 陳啓天「最近三十年rll凶教育史J P. 9:� 

注2 厳復(l853� 1921) 思想1家 . ti�鎧似'，'.;人。 イギリスに儲学しヨ-r.J ッパ政治miJ)j{

・ 思想、にふ れ た。 帰凶後、 学 鴻 章によばれて 北洋氷Dlli学堂の総教古lにな っ た り 途 111

科挙を試みて失敗し、 後年種々の学校iこ関係し、 感触を歴任した。 ハックスリーの

「進化と倫理J (天演論)を訳して凶洋J4(;恨の紹介に努め、 変法運動に影響を与え

た。

注3 r外交報J 1902年9. 10期

注4 I �其受病之根有三、 ー日科挙之制イく改就学乏才也。 二臼8r!i範学堂小立、 教色11 JI三人

也。 三日専門之業不分、 致精j挺自也。 」

梁啓超「飲òl<室文集J第一冊「学校総論_j P. 19 (台湾I�.J華音j司印行1960年:3

月)

注5 林友春「清末中国における教育の近代化とと日本J P. 4J 

注6 I願皇上以俄国大彼得之心為心法、 以|ゴ本明治之政為政治而�o . . . . Iτ|本為俄主主Jリ「

道 、 歩武泰西、 致弦而雄視東方。 J比 プー 匡l者 、 其 始遊削弱与我問、 其後j底盛強与 我 24 、

日本地勢近我、 政俗同我、 成佼最速、 条四大詳取而用之、 尤易措手。 J

f康有為文集J 上海古籍出版社 1987年

注7 山根幸夫著『論集近代中国と日本J (1976) -康有為の日本認識には、 康有為

が日本語に堪能な長女の翻訳によって多くの書物を読んだことが記されている。

注8 I出洋一年勝於議西書五年此越営平百間不問如一見之説也、 入外国学堂一年勝氏II.J

国学堂三年、 此孟子置と荘獄之説也、 遊学之益幼童小如適人 主jQf �;:之凶、 ，�� (fー

不如東洋.. • .路近省費可多造、 一去輩近易考察、 -東文近於中文易通腕、 一匹i芸誌

繁、 凡西学不切要者東人己剛節而酌政之、 中東情勢風俗相近易初事半功{音無過於若

自欲求精求備、 再赴西洋有何不可o ... . _I 

張之洞「勧学篇」下、 外篇遊学第 号、 1・4長文裏公全集J 121:1 P. J b 8 � 5 fì 9 \ r 1:1 

国書店)

注9 実藤恵秀「中国日本留学史J P. 42 (くろしお出版 1960年)

住10 I張之洞所著勧学扇. • • .持論平正通達、 子学術人心大有樽益、 著将所(賄副本40部

由軍機処頒発各省督撫学政各一部、 伸得広為刊布、 実力勧導、 以重各教而杜厄言l
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張之制「初]学篇JQ首 P. 5 4 3 �íj t' H . I主8

注11 r中凶輿IJ本地属同洲、 政体bとほ最I..� 1'11 ，{.'f () �義変?止と大側、{以山初倣11本。 主主社、夫

等園、 皆以共和民主為政休、 中国断不能初倣; l(Jj 1 1本ι|昌之店、 シ4�γ犬ヰI�副先噌

之道、 悶見列強通処、 �JI:変法熊以白4午、 J?そ是 - .b� \L��:、 以当[�-\ f花1(lî I占|以志。 .% J L \/: 

憲政体、 雌取法於英徳、等国、 然以中国先生之道、 的遵守而_î)lj I準、 是以、|卦体不揺、 イj

利無弊。 蓋日本所変者治法而非常経。 g辺聖訓正相杓:合、 即lド|主|輿論亦以|ゴ本之変法

参酌得宜、 最可?方倣。 J

「出使日本大臣楊枢請初倣日本設法政速j此科摺J (r清光緒朝rlコ|ゴ交渉史料J巻

68 P. 34"-' 35) 

注12挑錫光「東誠学校挙概j 1 899年刊

注目 呉汝Mìì r桐城呉先生文集 ・ 伝状」

注14 「東遊日報訳編J華北訳書局

注目 「教育界」第一巻第一号

注目 「大清法規全集J続編第l巻

住17 「張文襲公全集」巻17 P. 19 

注目 「対支回顧録J下巻 P 271 

注目 「総理各国事務街門奏遵義隣選生徒都学自本事宣l光緒25年(釘新城「中国近代教

育史資料」 上 (北京1962年) P. 173) 

注20 r筋総署速議遊学日本章程、 准受其供給経費、 其遊学之士、 請選挙責生監之聡|別手j

才、 年未30、 巳通中学者、 在京師聴入報名、 由詳署給照、 在外聴学政給照。 J

「山東監察御史楊深秀請議遊学日本章程片J (r清光緒朝中臼交渉史料J巻66

P. 40) 

注目 「張文裏公全集」巻61 (奏議61 P. 1ょP. 3"-'10 

注22 (州総署同文館之東文学生酌派数人、 並呑行南北洋大臣以及両蹟、 制属、 間 断各督

撫、 就現設学堂中淀選年幼穎悟、 組通東文諸生、 開具街名杏報総署、 知照日本使

臣陸績派往。

(2)赴日学生、 由出使日本大臣就近照料、 無庸jろ派監監。

(3)経費由総署核定数回、 提綴専款、 陸交出使大臣随時支裂。

ー 「清末外交年鑑J巻2 P. 23-

会予新減「近代中国留学史J上海 1933年 P. 6 

ハhun'hU
 



江口実藤忠秀「中国人日本留午:史j P. 57------;)9 くろしおlLl 版 196 0 ';I� 

t!24多賀秋五郎 前掲書P. 81 

注目宏文学院編「宏文学院 -覧J 明治39年

蔭山雅博「宏文学院におけるI-IJ I宝l人惚学生教育 消末期l留円教育の 端( 1) I 

(教育史学会紀要r Iゴ本の教育児学」第23�長 昭和55年)

注目 r. . . .各省即速開初予師範学堂、 其|尚未設師範学�者、 反宜延l[むI:lllî純教員、 早為1m加

若無師範教員可請者、 即派人到外国学r�rlî mti教段管出各1去、 分別学速Jî)(;科削範右1:λ

学 完全師範科若干人、 若有速成r:lli範生回I;E J 、 日IJ可依VJI抑制f、 以応急需I (rj \';:規模; .(尖

完全師範生回園、 再行持相体授、 分派各府県|注綴吏換、 j

-g予新城「中国近代教育史資料j Iこ P. 20-

注27 r東方雑誌J第2年第3 J明・ 教育 P. 47 

「約章成案匪覧J乙篇巻32下 P. 49 

注目 「第一時応試者、 只14人、 西洋学生元l人応試、 第J試人即多了、 凶洋学生泌試者

亦.. . 。 考試留学生分両次、 第一次在学務処、 及格者、 再行保不日殿殿試. • • .。 袋|閃\

応考者即集左門角、 各ffS考試用具、 並紅 ・可折綬) L、 鮎名後人保和殿. • • .将蟻)L ).1長

開、 席地而坐。 有頃、 監試大臣2人入場、 少頃、 欽派閥巻大臣3人手捧欽定試是昼、

同試巻、 分各生毎人一分、 分裂畢、 関巻大臣即退、 只留監試大臣。 題分|可種、 分J.!JJ

科文科.. ..此次殿試結果、 引見後綬職、 在一等者授翰林検討-、 主事、 内閣中書、

等授七品小京宮 ・ 県知事。 」

一苗汝森「一生之回憶」上 P. 43'"'"'45 香港 1966年一

注目 「凡欲入高等以上学校及各専門学校者必有中学堂以上卒業之程度且通習彼国語文ん

為及格. ...習速成科者或政法或師範、 必須中学興中文倶優、 年在25才以上於学界 ，

政界寒有経験者方為及格。 」

一 「通行各省選送遊学限制弁法電J (r学部奏杏輯要」巻1 ) 

住JO 中国の日本留学の研究は、 中日関係の中で非常に重要な研究である。 この部分に

関する研究は最も早く着手され、 その中心は実藤恵秀であったり

1 . 実藤恵秀「中国人日本留学史稿J 日華学会fリ(昭和14年)

「中国人日本留学史」くろしお出版(1960年)

「日中非友好の歴史j (昭和48年)

文学研究16. 1968) 

「中国人早大留学小史J (東洋

円l・ρhu
 



2. �r新版「近代中国留学史J (中華音lぷ 1931J.j三)

・ 日本留学のみを扱ったものではない。

3. !立福皮ri青末留日学生J (中央研究院近代史研究所 1975年)

「清末における留日学生派遣政策の成立とそのJJ� IJ+J I (1史学��j[誌J先

81巻第7号 昭和47年)

「清末における留学生の特質と派遣政策の問題点J (1胤洋学報」第5/1

巻第4号 昭和47年)

「清末的留日政策J (中央研究院近代史研究所集干iJ2. 1971年)

「日本朝野の対於半期中国留学生的輿論J (煽潮2. 1969年)

黄 福 慶の研究 は 主 に 、 中国の留学生派遣政策及び日本人がけ」 国留学生を

どう見たかを紹介したものである。

4. 細野浩二「中国対日留学史に関する一問題一清末における留学生派遣政策の成

立過程の再検討J (史観86・87. 1973) 

「早稲田大学における中国留学生教育-特に清国留学生を中心とし

てJ (早稲田フォーラム8. 1975) 

「所謂「支那保全論Jと清国留学生教育の様態_j (r早稲田大学史紀

要j第8巻 昭和50年)

5 . 永井算己「所謂清国留学生取締規則事件の性格一清末留臼学生の動向一J

( r信州大学紀要J第2集 昭和27年)

「光緒末年における留日学生の趨勢_j (r歴史研究J第206号. 1957 

年)

6. 阿部洋「中国近代における海外留学の展開一日本留学とアメリカ留学一」

( r国立教育研究所紀要J第95集. 昭和53年)

「中国の近代教育と明治日本J (福村出版 1990年)

7. 二見剛史「戦前日本における中国人留学生の教育-特設予科制度の成立と改編」

(日本大学教育制度研究所紀 要7. 1976年)

「戦前日本における中国人留学生教育J (国立教育研究所紀要94. 19 

78年)

「第一高等学校における中国人留学生教育J (向上掲書95. 1978年)

「戦前日本における中国人留学生教育ー 東亜高等予備学校を中心とし

06
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てJ (阿部洋編『中国関係と文化摩擦」泌出立 19B2年)

その他. 寺広映雄 ・ 片岡 a忠編訳「中国近代留学小史.J (大阪教育大* 作!と{リ|ーヲピ?と:、

中国側:

1952年)

上垣外憲一「日本留学と革命運動j (東大出版界 19B2作)

小島淑男「留日学生の辛亥革命J (青木書店 1989年)

増田史朗亮「清末中国人日本留学界の一側面町二、 二の留学生名簿によど〉

分析をめぐってJ (長崎大教育科学制究報告17. 1970年)

李茶、泉「留日学生与中日科技文化交流J (r日本的中国移民j 1987年)

在向栄「中国的近代化与日本j (湖南人民出版社 1987年)

李渉「留日学生与中国近代学校体育的興起J (r中日関係史論文集lV 斉々11合力く自li

院 1985)

桑兵「留日学生発端与甲午i以後的中日関係J (華中師大学報1986. t1) 

陳福康「関於弘文書院的一点材料J (東北師大学報1980-4)

胡縄武 ・ 金沖及「同盟会成立前留日学生中革命思想発展J (光明同報1959. 11. 26) 

劉恩格「辛亥革命与中国学生J (r中日関係史論叢j 1 1982年)

丁換章「試論留日学生運動J (歴史教学1982-9)

などである。 以上の研究は、 中国の留学生派遣政策、 中国にもたらした影響、 日本人が

中国留学生をどう見たか、 留学生受け入れ校の実態、 留学生と革命運動など、 各方面か

ら研究されたものである。

注目 日本人教習に関する主な研究

1 . 迂向栄「日本人教習j (日本人教習に関する専著) (三聯書店 1988年)

2. 実藤恵秀「中国人日本留学史j (日本人教習に言及している)

3 . rお雇い日本人教習の研究ーアジアの教育近代化と日本人J (国立教育研

究所紀要115集 1988年)

4. 増田史朗亮「中国清末教育史における日本教育文化進出の-側面J (長崎大教

育科学研究報告4. 1958) 

5. 阿部洋 ・ 蔭山雅博「東アジアの教育近代化に果たした日本人の役割J (日本比

較教育学紀要8. 1982) 

阿部洋「日中教育文化交流と摩擦j (第一書房 1983年)
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6. I阿部洋「清末における学堂教育とト|本人教古IJ I (1アジアの教育と社会Jイベ|比

� 1988年)

7 . 二見阿1]史「教育者松本亀次朗に闘するJ5-築J (脱川島久子大似|・ヲピ紀嵯3

1982年)

I松本亀次郎研究J (九州教育学会研究紀ぜ10. 1982年)

8. 吉野作造「清国在勤の日本人教師J (国家学会1�jt誌23 5. 1909年)

吉野作造(1878� 1933) 政治学者、 忠恕家。 訂城県の生まれ。 東大卒。 海

老名 禅 正門下のクリスチャ ン 。 1906年J�I-J I亘の北洋法制学堂 に 陪かれ、 1909

年東大助教授、 (tï}:外留学後、 教J受となる。 七な著書はI吉野flミ造博士民主

主義論集J全8巻に収録され て いる。 (出JJl!r新版世界人名辞典 ・ 日本編

J東京堂出版 昭和49年)

9 . 佐藤 三 郎 「中島裁之 の 北京学社 に つ い て - 近 代 円 中 交 渉史 の 一 副 と し て 」

( r近代日中交渉史の研究J 1984年)

注32実藤恵秀「中国人日本留学史稿J P _ 141 昭和14年

注33吉野作造「清国在勤の日本人教師J (r国家学会雑誌J第23巻5号 明治42年 5 Jj ) 

注34 r近代日中関係史料J第E集 P. 14 1975年9月

注目 東亜同文会「対支回顧録」上 1936年

注目 「海外教育会の協議会におい て J (r伊藤侯演説集J (日報社文庫版〕所収P. 274) 

注37実藤恵秀 前掲書「中国人日本留学史稿J P. 144 

注目 向上掲書 P. 142 - 146 

注目 「東亜先覚志士記伝j下巻列伝近衛の項

注40南里知樹「中国政府雇用 の 日本人J (1975年)資料4 ["清国応嶋将校へ/訓示J 19 

02 年

注41 中島裁之 「東文学堂 紀要 J P. 2 明治40年

原文は片仮名で句読点はない。 ここでは統一の必要上、 平仮名とし、 句読点等を

付した

注42 上掲書P. 2 

注43 中島 裁之 「東文学堂紀要J P. 3 実藤恵秀 「 中国人日本 留 学史稿J P. 163 - 164 

注44実藤恵秀「中国人日本留学史稿J P. 166 

注45呉汝紛「東漉叢録 ・ 函札筆談J
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!! 46上掲書P. 87 

Æ47 í日本明治維新以後、 鋭意外国語、 所持音甚多、 Jd.[:j 本与'-1' 1:10:1 "iJ 文 "ïJ下、 漢文)IJ�卜

六也、 音少、 無腕刺行格之音、 文法疏閥、 名物象司王、 多与'-IJトーネId I司口 l 

任時先著 ・ 山崎達夫訳「支那教育史J P. 9 1940年

住48 í京師大学堂章程第六章 ・ 料用教習」

各教習如有教課不動及任意素乱課程上之規約等事、1tt�論中外数百、 年(Iî� 11は否、 首;

学大臣均有辞退之権、 延特外国教習H寺応此条注!別代|斗とL。

「学務綱要」

各省中学堂以上有料用外国教員者、 均応於 合 同内証明、 須 受 本 学 主主総弁監督 節tlilJ、

除所教講堂本科功課外、 其全学事務、 概由総弁監官主持、 該教員勿肝f越組千預。

「外国教員宜定権限J

「外国教員宜定権限J (前掲書 多賀秋4郎「近代中国教育史資料J P .  217) 

注49外務省旧記録「帝国ノ在清国学校経営関係雑件J参照

注目吉野作造「清国における日本人教師の現在及将来J (田中惣五郎著『吉野作造」所

収 未来社干IJ P. 113 - 114 19 5 8年7月)

注目松井在清国臨時代理公使より小村外相あてr:衰世凱学務顧問渡辺龍聖等応特契約書

写送付ノ件」明治35年11月初日 (日本外務省記録「外国官庁ニ於テ本邦人雇入関係

雑件(清国之部)第6巻)

注目吉野作造「新人J (r中国 ・ 朝鮮論J所収 明治39年9月号)

注目 「西人言語不通、 毎発一言、 必倹翻詳展特口述、 強半失真、 其不相宜一也。

西人幼学異於中土、 故教法亦毎不問、 往々有華文_._-二語可明、 而西人前至数十三

者、 亦有西人自以為明腕、 而華文抗不能解者、 其不相宜二也。

西人於中土学問、 向無所知、 其所以為教者、 専在西学、 故吾国之就学其問者、 局、

毎憾奔本原、 幾成左妊、 其不相宜三也。

所特西人、 不専一園、 各用所習、 事雑言 、 嘗見某水師学堂之教習、 其操兵所用

口号、 英将宮教者用英語、 法将官教者用法語、 徳将官教者用徳語、 徒視其ー隊、 非

不号会厳粛、 歩伐整斉也。 .. ..其不相宣四也。

西人教習即不適於用、 而所領薪俸、 又恒倍於華人、 其不相宜五也。 」

梁啓超「変法通議一論師範J (r飲òJ<室文集J第一附P. 34) 

李友芝他編「中国近代師範教育史資料J P. 130 . 13J 北京師範学院 1�8J年
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住54近代日中関係研究会編集r近代U中関係火料J第一u集p 9 能以� ;f会

�55 r在京洋応予謀者、 為延特東人一事。 共点修此!附?IU 11員之熊津純 、 大約訂約jf:米Jょ

費、 以二千元為度。 声明系教速成。rli純生、 此頃系小学r:，lj範、 以 . �Iミと作業再。 IJ印刷jリr

云古域貞吉、 試一拘問能来与否? _I 

「黄遵憲研究J 1982年

注目 「近 代 日 中関係史史料J 第H集

住57 r教育研究J 24期 1906年(光緒32{1二)

注目 「清末の近代学堂と日本女ず教習J小川嘉子( r国立教育研究所紀要J 115集P

107) 

注目 「支那教育談J P. 110 (大JE 8年10)� 26目前演「兵庫教育J第362号所収)

注目 「日本比較教育学会紀要」第8号P. 52 (昭和57年3月)

住61 r東方雑誌J 1907年(光緒33年) 11月号

注目 「直隷省保定府通信」上 ( r教育H寺論J 714 明治38年2ji151::1)

注目関本幸太郎: 1873年和歌山生まれ。 1899年、 東京高等師範学校理科を卒業後、 同校

司11導・ 助教諭を経て教諭となった。 1902年、 直隷師範学堂教習となり、 9年間にわ

たりここに在職した。 1911年帰国、 東京高飾付属中学理事を経て1915年、 朝鮮に渡

り太田中学、 釜山中学、 京城中学などの校長を歴任して19:12年退官した。 退官後も

請われて武道専門学校の主事、 教授となり、 後には校長の職に任じている。 19591y

広島で亡くなった。 ( r幾海山J関本至論 昭和48年刊P. 259 � 261) 

住64 r関本幸太郎文書Jには第1次合同(光緒28年9月26日付)以下第5次合同(宣統

2 年12月初日付)までの、 全ての契約書が収められている。

注目 r 女学衰、 母教失、 無業衆、 智民少、 国之所存者幸失、E:fJ度、 彼Jtk、 土耳其是

也。 若是 、 夫 中 国之宜興婦学如此其急也口 是故纏足 一 日不変、 則女 学 ー ー日不JL 0 J 

梁啓超「論女学J (前掲書「飲泳室文集J第1 .r附P. 43�44) 

性向外務省政務局「清国官庁雇鴨本邦人名表Jによる口

注目 「広東省立第一師範学校 ・23周年記念冊J (1903年)及び同校要覧(1934年)

注臼前掲書(注67) r女師要覧J本校大事表

性的劉坤ーの死去で張之洞が一時、 両江総督代行をしていた。

住10 r北京大学大学堂教習応鴨契約訂結ノ件I明治39年11月比 H付 ( Iゴ本外務省記録

「外国官庁ニ於テ本邦人雇入関係雑件J所収)
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ま71服部字之吉「北京の大学堂J (r教育界J第8巻9t言 明治42年7 ) J ) 

tt 72 r 創建三江師 範学堂抱 」 は光緒29年1 )� 8日付をもって仁奈された。

住73 r致東京近衛公爵長|首J Jこ爵」光緒28年12)-J 20f=l (rj長文裂公全集J 185巻所収)

注74 r東方雑誌」第l巻第9号 光緒30 年11月

「同文福 報J 光緒29年5月1 8 c] 

「南洋官報」の発刊は1903 (光緒29)年12月であった。

「首都志」第l巻 1935年

注目 r . . . . 子堂中分設四斎 : 第 一 斎 、 半年 畢業、 二 斎 一 年、 三 斎 : 年、!Jし| 斎 三 年 。 其半

年畢業、 考取領究者、 即可先派往各処小学堂充当教省J _一年。 再由各斎卒業生依次lli命

往、 各接充教習一年。 」

「欝設直隷師範学堂小学堂擬訂醤行章位。T J 光緒28年 '7 )� 5 IごI ( r哀111:凱奏議I r-IJ 

P. 581 ) 

注76 窃維育才英先子興学、tl1!学 莫 重子得師、 如師道不誠、 学 術即イミ;免紛 、 人材将因以

敗杯. . . .。 興学先宣重視師範。 」

(向上掲書 P. 581) 

住77李宗一「蓑世凱伝」中華畜局 1980.11 P. 112 "'-' 113 

注78渡辺龍聖「清国直隷省教育状汎J (r教育界」第3巻14号 明治37年10月)

住79直隷学務公所編「直隷教育統計表図 光緒34年報告」 宣統元年 P. 61より

注80渡辺龍策『大陸浪人一明治ロマンチシズムの光栄と挫折J番11可書房 1967年

渡辺龍策は東大法学部を卒業後、 中国へ渡って活動していたが、 敗戦後は引き揚

げて中京大学教授に就任。 現在は定年退職。

注81 r直隷総督ニ属スル本邦顧問官ニ関シ京総督ト談話ニ関シ具申ノ件J (r外出官)-Jニ

ニ於テ本邦人雇入関係雑件J所収)

注目 「各省教育最誌J (r東方雑誌J光緒33年)

注目 「綜観直隷全省教育、 実用於庚子以後、 先後僅五 ・ 六年問、 官私大小学堂多至四千

余処、 学生多至八万人、 以兵 之後、 財力蓄分支 而進歩、 如此之速、 非官紳実力

提倍、 気脱雄厚、 安能疎此。 」

(上掲同書 ・ 第11期)

住84 r教育時論J第613号 明治35年4月25日

吉野作造「再び支那人の形勢主義J (r新人J明治39年9月号)
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注86 吉野作造 同前掲書

注87多賀秋五郎前掲書『近代rl.J国教育資料 民国編 ・ 中J P. 176 � 177 

注目 仲新監修「学校の歴史」第5巻 教員養成一 第一法制 1979年 [) 337 
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